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療の等与苓更な往生存u毛で‘ f手1手く. 乏の全島喝武 E7d:りたたせちょうた喜色全県是芝

ヒリあっ庁わ尽IThlJ.-広リま古ん σ 二れ lさ国主啓二乙です。ili.fマ包金広いくつ

かの下在工ミン文〒ム八と令~町民よfl..l..om po~C\b leさ巧るように 三tモE岸¥El.Jナ五が・

今ごいzす。を札にた ef什ちれ舌ようにして.経i普掌 yミ思，政{註tZ. 寄れヲ

租別色主有吉L氏桑乏し之きました。="\.ら下 1宝工告JP\-E:すパ、 2~こりこ屯‘ょう昆全

u.白仕組及之してた金主考乙をうしたh念"Eh雲~~につかむ相自司抱浪花準

E~('tIよちとす Z と乏に lð- • ft 1ft. Ih以の註会f7..:.'分解司自ξさあ三という弔l段、ヒ7ミ

すけられ 3 こと~いささまt ん。 こうし E困盈E，完工主の全領豆、E屯あ、う Yこすき

f乍主にと e尽う E妻室というように.み五こ Yこな・5三三す。註全理論訪れと芯み

「下た3:・んこう Lた回避をのかご九百二と7fi.'さーきまで人。(高邑ェ事委託IEt訴を，

ニこさ明吟し ~IT 札止ならないさしぶう，全信笥持E:r.9..フ理論 Eっくううと l'

う県色.理掲の実証的R極成、を!見勺二 'C.1Ji.'む守・灯、しい η、らさ‘す。手たた之宮乙ぽ

マ!しヴ之主芸、が '1令昆~酌・T2;.平邑成、芝之乙怠いわけに「ユ I ¥刀、1'a< rJ-ゥ之い Zこ

との理由 Þ. の足りにあるだ‘3 う之思われま亨~)

色i主ー干さ保理偽の(、とりわ lTわ~'邑の直直=夜長 1聖持の担、もたちの〉単潤色花民

主左色ヲに色守之， いミ与のN7三ょう彦 t引きあるようさ・す d 、乏してま 1三. }h 1三し

の J12乏毛主周持。，の偉業つbヲ ~c ， t工&理論三こして自己都時す吾ご Yこ'E:E!7亘e)

以1:... (j)予彦事令さはそ m ように考えてき~した。しかし . 二二否改伺て検討ず

3必霊fes:0' z いるの~.つきのよう忌疑問です一一理格在全警の但っ Z l¥ ~ 

ように.尾翼の知事主E往生の全佐何 時にまで拡げ4 っと亨 b'tこ，をこヒ.上に

のパ‘たとd:E墨 色 2Z，事そしい合/1毛針広旦器部主じてく五ので ld:，ない 72'ちうか

? ょ2f0). t".:t.金理蒜の基21:訟路1手.さ71F呈刀、らしとくつが之ってし立うのでB

T;;.〆苔う刀、? をうだとす U¥.IJ.':'， こうし f三骸白色Iユ全血酌忘再破JてrE:.e....らX1.d-し

ょう。支「手，こうした司声引主き気付かぜ之くれるtのこを"言語げ、ーム"の

詩論与のさす。

女 5

:直主=事長角u里ぬのような保協l手，や7l理掌王室ミτてとす三ようなく岳定〉科ざと醍4

に佐っ之 、f包 2ト1三てられ之 l¥ c主す。この置の接持rJ:..主毘と L之宮慢にかか川

ラう Lすきとこ 317、ら突して l，~. 自ら左詳気EE歎と L て葦H :をすð=.し之~\ぐこ
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とにより 蓄を皐主を濯し， 証平容量ヒちかづ‘ l¥で竹てう、 とすき性f包 Ee-守<l'ま

万.と二三肘 ，いま新巳にみつ「γら札た包匙'fr二三a こ う し た 在 宅 的 尽 主 / 主 図 犬

ι ;::f.. cr-. d=-.，主主にif，'L'-'OtJ¥し立す.

二うした回数の電関 l;t.. と・のよう厄 tのそし 4 う か ? 註乞理論 E一服理陥

3cnere.J桁モorJヒ l Z組立 τ五封、(ft加盟廷と lユ， たとえ口、ごう 1¥う亡と己、す:

建前 E但許たてるくeif'実!i(7))J豆t私自伝言三みを札白鳥i};.、， ミTさに「託金尚九」

色みさtあるた的に . 二の T雪詩 Jef.， tc.JIr.すパ‘きとの E、た人に邑阜のヲトに"缶気

自"につ小向ほ-よI-¥.どいうぞのさtJ.ふす.'しち 7き〈己ヲ之しま『ごいち，と 1¥

うごと。宇工会理簡の現色 lて「守，理論京高立す ~e のとち忌す z理論とが.いゆ

ld-" 11 支限"し ld= じ的て L~ うでT能性が' あります。手持主領土烹、の在主主毘気に ~f足し

てま晃檎互 rrcrめてい三(1乃 l¥ F-' rさ，この司民性lユー侭に事、慢しう玄ほどの tσ1刀、

εしll¥â~んが二全年特疫にあ、，;.広-~理拾ペ 'L~売をここ三J;'S，とと 7三人に.

こうした国籍1J" 口二 1更してく~ ， と主主え(}.L d う。 乙二汎fd..，蛍~t主目隠令~(こ

氏し之回同3産主Ë. ì五ホ、盟主主守あ~の之， や や 取1三Z二3かご民きょうさす。〉 わた

しI-;J.. 二肌'E.回'1引主¥'e.ct人目ivehes~ t:: e-とづ、く国是‘というふうに坪ふーごと

に l.=-!ず。た主理論をみまうこ司直義に封切しようヒ Lて，理論抑己苔設の1均

酌下宣言~ (人称穐i室内存立，王手ど〉に工ヲミ E 亡ちす必零か・ tE~ことを . ずさ-にわ

たしは r-;:(岱照垣」として指宿してあ、ヨ手した〈平手配[/竹3])。
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とこちる，回惇住にモピづ‘く固詮に草生きにとらえられたのは，イヂオロキ‘

-}t柑l の事長<s-した。 r茎説、広島丘に規定〈忌~\し淘束〉芝れ三」との合意互‘

え理のように:通用しJフとす三知義、託金きd 批判的は営み lぎ.たち立ち亙丈忌

育英Eに直直す吾二之に尽ります。イ干オロギ、一批判(.J..， 11オメヱ .Z主存亡エじ?

?とェ力、"という霊口に担わえした.ヤトE酌互批判芯 90 しかし， この批判的江志

免 「五 をれ 7手3ピ富尾一言したみかげを壱っと t之 t;.自身TJ-.'主主主主す豆持袋三め

芝生存件習にたってい三わけさ l三ありま tんから ， すぐ 立a. "オ メヱrって、

語?と z じゃ下工 1ヂ"という注守主lて知し才 ， 震?/'s積ß.，t のでしかあリ~C::んL 知

;政危全主め素不ト:t~'，性様、マフ畠5更の出自につ 1\ 之島 l\畑、戒1三岳己 R首し汗末す

二工(710芝草いあい Fさは. '1 y:;tロギー1tt訓 fユ‘かならすt‘Lc:1.>-tう尽;丑吉@づ

r、
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きょうの口 1，租互足下へとれ行して Ld L'ま 主要。(二孔ロち4 うど 11オメ工

こを/f針乍:I{;，ψ?と工か"という 理:口の 氏、ltt!の果てに . I結局 • t乏に障か、あゥ zf主

にi留か E いのか.すっかっ ;わからfa.く7:Jってし三う下ら E立 と ， 似 た と = ろ 1x'

あり弓す。〉

位1t常在念掌の反政lユ ち食品Fキむあ 3理ぬと、理品の芭瓦C乃有 害ミ~ 17-二泊互

に経つこ<JrEJ>、こし ， フいにほ畠 支L乃い計五毛加工ぜてしまうといフ珂恥壮を

まtltしをこねたとこうにfW-ffi欣‘あります。た三こえ，あ 3ち投 tJ:'、がくされ7三

イ=子目、才ロヂー酌 rtメ11::::.芝、ムの怖庄である::L t芦・‘ 弔電であ 3としてモヶ， をれ E

そ の ま ユ (吉扶C乃脅さ〉モミ摘すきわ什 fこ広，い η、居い17'i:-し II厄 1¥のです。

ご n にくら八~ ;;; '1:乙 . 高乏主主~ ~ F-/:5 Jd-.. m.ちがいに暫EF\否あ~，ど用ず/\'、ミT

5 しょフ。苗主主若手O-.柱、白色手?玉Z いう形む誓民間江干夜間E末し Eがち，知

誌の語形丞ャ色長編舟左員千百司すき -&:');;7J¥高丘す五二百こ E、われ附}凡の首i/:二 B伺ち

旬、1=L ~し féo 二の茎接的忌三予 ;z， z:砲にして，荷主主義降、館駅吾の主霞や偏

白伊らあをうろ限り乏ぞかろ， と l¥うわ作です。 しかし . 直主主1''5:-に~ 1¥てt.

上ko回 l応性にもとづ、く因廷の色 {き!ユ.た 人 に 未 成 才 爪 て 1\?I亡すき‘~1!.ん。

つまり. 往生理Þ~E 忠商す~ 'Sc九円手ヒ尽.まだ丈き広障関が，有企q 全殺すら

包反らかざ、広いまd"1二 主ちほ足、庁っていま写。肘 7三し r~L ごめ解史/\の手ずが

つを，商品主義から手・札た之こ 3に. "1ととえ I;X， H~\sçerl ， Wi tt~ell s.1e\"" らIA-

q胤貯の 3 人のt事の怠かに.とリあえ亨みとめ玄ご之 ff' ë ミ!~のではTcf- ¥ ¥か

と.臣下完えていzす。ご013人 lユ ヂ守主かかリ工主?~れを U"\要芯司 F三筒自を付

表 す 五 人 物のようにみられていまずが、，芝うしたうわパ‘の下にあZ名人の仕事

内要員にあえ之注旦し之 3千三巴ら IJ.:'.をこに変重す三 t切 1J.."dJ~こと乏. jf)~ 

K5 U\. Iユ壱ゑにそn~cl:うに広三きし斗う。名/...Jð. あちれ l手知ら守‘しら手のうち

!と く託金活字忌モテの〉左手Lのままm三子と亨三色投ヘピ陸迂し '2:(sI)， をこに缶

哉の吉闘の罰L乏しるしてい三のさず。二二7トt;. I乃i.{Unr..n. rユ島南八の丈ミ!~

銀五貝つけるいとち限りまぜん。

士 7

以とのよう忌わ正しの老え方か‘正レい Eこ亨れ1&"， フミ?、の J う 1= ち之~J:J τ子、 E子、

~一一一一限定論芯あ苔ような祉会理諭の困韓之いう王切 l手.たんに . :c: -=r')レ芝
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Z豆定す~tr:芯p.;.・も-;y・力、しいとか， 石邑E す五の工大骨17¥'祈才1苔 'i:f1'いラた;tLi撃的問

題さあきわ門 Z-J;;l， 広日。 e Lをうl¥う花海の問題Zdi吉彦らは r主主主」的広

治 積ε有賀1汚ほずさあ守て. 1とと土佐.1高是=樵綻令折 I択をミ昔、イヒす玉ょう江協

定か-h主主1里訪芝正しく基くであ 5うと予想するエ楽員史的尽主張t-， を1I¥.そ目当の下足

担ちらつこ YこにB.3; 0 ところ怯¥問題l二J)....て 1¥ 7らのな，いつをう玉在自草木

幸σ問題一一社金理論ポ ‘苦言思す人病ゴ εσ) (<佐念的U1ラの>)を .ま:t)曳尚昆

かたちで tっ='t.. 1戸、むきるのがと‘うか一一起のぎあ~~

~\ ~í1'，宇土金互に閉して体 iJ霊協」尽 ãt の芝を t モ E 苗砲事ること 17ぐさきる

のかとうが、をこま否か・3ヲぴやかされ玉ヒ量勺 z~ ¥まずo ¥tVittsens..tc'(ハか:''1ち

昆げーム"品ε提ヲでかかヲたの . Id: . お再三へめち広司供性 ε す ο あ~ t ¥1ユ， 知

事主の実在 E百皇官正寸三た的の亨続ぎのf;f，.圧をの t子初、 尽の 3す。

士 8

二うした問題の存在1:.. 1])たし Iユか b てからうすう芯慢してい豆したのさ、，

っき、のように左える=とに.J:~之託会理論をかたち f主、くるう，としd- L E. 

く証主的怠τの〉と祉企F堅持と 16-， 相互に /Jト在しあうこと T]¥''{-ミ1忌 1¥<3、 l¥ま

す。互いに令指され五=とめた与¥\忍~.互いを与ふあヲて川事事 o 互いが豆l\

の忌かに、あ 5ように品えまd)，ゥユ 1). くF".:t.全É~ 1.立ちの >1手往生理主向の~tj'''

に， k士会理論16く託金酌后主の〉の7J.1J、「二o このようなややごしい間百何倍む‘

あし¥CJコ託i5ぴ‘目にあ三の fd:.. くち藷〉否否。~"h.ゆえ， く吉す吾 >E主要詰勺にE二り

あ l-f' ~託金理持(臣、門〉か， こうした色うれ芝叩リわけ.回帰唯にt之づ、く図

韓|二主ちむiJ、うことが・ さミí~~ しぶう。 くち揺>1ユ， く祉をミ的a:t::-の〉と往占え

理尚之の ，模知'E7Jす tラのさす。

こうした蓋隈のうえにた工全理持芝組みたてようとす三位住宅~E.; わたし1"&，

くち毘>来往全専どよ Dよなちわすことにし之~\ aす。を L之.わたしの往生理

誌のま式、肝之をあ玉"記号~閉まお(1 1::， くち活>派託金乏のフ巧 γ 五事u更す á~去の

之し之完試、主せ喜八、、く，幕内しえまきした。とこ 3 で， wr甘~e"KXe.ì凡の H 甚

誌".'-ム"拾の仕事 1ユ liちちい5しくく童話〉河語句きあり . く畠詰〉夜、長士会専

の芝耳巴(のかZ つ〉とちコ 2eかまわ怠¥， OJ <:' (;J r.三 1\ か，と患、羽以三 l~と‘をすo

Zいうの壱， く主言語>派おE持軍かち 11コたしか、苦~してつみあげて芝 7三::t~手才
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a0帯と会:，'R宣tJi'. ~ Itコめでよく似た.一部己尽ヒ人どを弓く 1) ~T3 む， 川氏-

3θ¥-Ŝ c-¥" YV 0')ち話げーム川情的仕事の7J.t'に .克つかるから厄のさす。(た

と之ぽ、 「ヂT為 α集会官」〆「支え民」， 「週旦1¥の予文 Tム 4，「包草、7き三....l.r-g::活情

式J . ト告白斗.忌どとい司 ei更φ 克之急 rt‘， 乏う L 巨ちめの契世さず。〉

モ2f¥ 1..ゆ之.点 告 に よ っ 之 は，Wrt:t212r¥.)，主ei凡の"畠昆庁L ム 11 持は. くち活〉

?更を念きめ n>主ハ味方としさ動11¥ Z く IH~ めカ、 F し )1 ¥.;ゑ芭人。と二三 tt:"yVTれ-

~eI\<:t~し lコ，矛ぱを"喜;ち町一ム"に聞し之理主ゐ忌 z 毛 1..7) tfø矢立するヂ~~乙E

Cfr- ζ めごあ・らす7・，理主ゐE~'Æ.9~ .Jう芯震ちをくりかえし z ~ ¥ ~す。 こしれ l手.

思.存主きまなれことき0".. r.与す忌ち， 苦し俺の主張1i¥'IEし¥¥gち， t主主主毘持l手訊、

みられ三首1から句ミ夏丈モ宣云:t:n. Z しまヲたよう~t-のさ，，~ TT、ら ο この奏邑-n-"，

代さの;主ならい立、しらヲユ，，吉ヴ zら品川itla-e¥¥s:.¥ ut¥.グラ tラめで広三だ円た， 的色レ

Id-. >>包?もげーム ‘誌の同実互毘芝わめてあ、く必1害1J<'e;ち去のさ可。

=うし之. ~わ川竹l-1l 1 'J..， WìttJelìS':t~\f\ ~こと七に ・'焦0" ち~げーム"誌の畜

怠 Eあとブ、li3-i~支ペヒ，五、乞む〈二 L r=. TJ- り~G5'" 
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Wüt~enstelT\.の匙建 E理良Z干しようと思之r;r'， 伎のきた奇九~ifIf L. ー!乳変わ司

たひ~L 忌 D とをの J+ ごんで， ef，'く二 '[7子、¥ 1丈かτa"Q:人 a ただにこ二否応乏れ

をか之りみ王立さーのゆとり 'C-B. n (7')で¥ 最ち代表的芯 MovlcvMに よ さ 危 誌 の 名

をあげ、之 Pくにとと、グ7手しふう(阿久lιolm(/'l5B=Wヤ0]')0 ごの冨主勿のいざいき
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之した宝至にrJ-. 匡首noWittJens.tei九の容乏.l'ち得と立でて余りあ舌ちu")r}<:あり

ます。

慢宣のため . I-í箆として.駄目del'\de~九産主民活 é ， 1>' -::t y)てJ.，'ゴました

こで・， 住tタウ t ー :>-C7> ユずーャ弟、 と乱完走r::~三まれたニ'1::.主主掌モ程旦し之倫理

専 .Ja宰八三間I'-!!'三JZjg!主巴たこと_ fj. t.: 7ユ ~' ， とうしZε モロっ~-;;、方、応ト'nl\

ほ芯ら;e\-\二てのいくつか芝、砲tさでさ~ C:'しふう， とリわけ筏iJ'.'.~n~の 1主

号 E [f論理Eき尚考占としてま之あて n~ の bε. 、、ち誌ゲーム"論Eまとま

、E茎切の時2'/手の二してい1'd:l1点f手， づご甘7<.子す。(債が当三首1事己表し芭きと

汚ヲた論支 1手，ぃ a.C7>fで1:..l?検定宮ミttlら考 c一一二LI1.LZ;耳勺八Dら己問主「です

ーーの. 尽力、に I~. 1ドざ己聖夜、詩文11"をだ一審ぁ zにヲミS"::J.ぜん..) をのほかd

雪ミ乞ののう1;瓶、見苦まぬかmたもの j手，今回章弔るの介、主ぢ 2・昌司自をみ，祁

7更をよ豆七、之 Eヨロl同 tさき芸ふうになリまし T三。

女工O

よく町られて 1¥ ~ように • Wìtr~飢sTci:凡め仕事は.甜同Rと f念頭とに令がれZ

います。訴l簡を写7案理局，筏耳目E:， II邑蕗ザーム"諒と特.Yf初、l寸3二Yこか、守主 3

しょうか、，ごの同芭 fó. df たモこご~. いちぢ五し\1知照を~してい z す。 1<3首位F

(40オ〉ゴ 3 菖還したと足;r，\.f\~ "ちま芭ゲーム"の γィヂ7'fd....をの?を呂、くち

んで.後思の由民:思還と L ての位置さ白めきのですかノをの内容は. ず買の当~11g

の主弄えにくちぺ・てτrz g.お. !1Ft ζ かにさオt TJ:川ままにとと・まヴ之刊~ ， ~こいう

のがI昆試のよう Q'e字σ

"菖誌伊ーム"拾の解明モ子.モの維承毛， いフこう尽かぽがしくすすんき 1¥

bいというの l手， と・うし之でしょうか? をれには いぐっかの理由 1〆本えら

れコ亨" Wi也~en.ç):eìl'\ 広しほ‘レl手、，難負手かつ B属医であちといめLh立す。芝川口 ，

f定の思彊1j¥:'， ~俸の吾阜的広工主主から許て特畏芯:あり ， 続定句史行置ををた互

い沼自のtのさ巧 5こと 1=. 由来す 5さしふつ 3 立た 董1!fの厚、と人むか・主三高fI

~者 l .:rれた主がっ疋二と.わ三)':.かに広版さ汎た F論理E主主論考 J か楠:顎旦建、の

草E起さあまた拘 1二.か之って Wì l:tlen:ðeìハめ全当~é 薩l殺す 3 よ〉に l手たら L\ 之

ι~、たこピ. {;あり迂す. 立ちに ，段!lFlめ問看(d--. rγムスり"y干さ‘の7恵三乃f襲

宮 E~c・"2 1かしづ勺問が立1-tt..:C 1¥ :>たのですが、二 をの-tt.厚芭やさ事~たちがに稜
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にくらべ、 "しほう尺犀ちありす ~-1とた的に ， l'定例見翠E十今 l三n良与す三二 Eこか C'

:y白 1デヲ?三， zこいう ~ 也f:::.守口わ弓てl.¥ d:す。 乙し):J'し l止をのような之リ京さ

をうJ+f-:'してしユうの ξ ，天才の明快です。) Wit守山steJハtJ.. -フして自分

か長l鵠 主 れと ft( ごと EiN!尽に包;h~ ~互 1) ， 車蒲ャtA去、ノート芝買の公刊 2~午

ざま¥ 1lt.の再五l芯をのた同.;!9" ~す禅私的 7ユ tテのとう庁ヒら:t\ ~.J.うに 7喜 1) ~ 

したo

Witt3<2.n s.teirtの南習きた之主う円た rlnscρn1beちの亘tもできたらJ:}.，Wn1.a-en-

s.tv-ルの足煮の矢長邑 .主訂豆一協理活写力、ち目埠芭詰}も仁科l八と転回していく乞

のと L¥つふうに，あ、さ Zているようさ・す。こうしたみかを"E. . i正前足」酌丘SL

~とちヲてあ、きで界 L ょう。 Wï氏8~eれの P論走 J に一向車丈ぎく毛筆さ1-1\1ミ

論理実在主主:-t..J:/3ica1 Po~;千，'vìsm の望夕7にかかわ 5く匂の理保彦，土認の星島

淀川 JtS t.tlます。 二コうしぽた r巾正続恥J后酌恥今恰危畏明舛かれらず打芸之 ，Wi咋勺ヤピnκ乞?

理島毎手ず B鐙/序2手子 F芹子eη3e-t R，払F弘α5百玄刊εeI1 与数理一ま諒晶1理皇芭雲の免千件〒的巷詰石研荷字究t.E.再酒査

ず歪作古受芝の Eι主か 7か〉ち貝 2払1 立 tn~ た‘ 3 うう>， z:平想主九ち土 Zに7忌Dます。

L力、 ι.最近言己表二rq¥た c去っ苔い E向d 樹党首らめ WittJe ;lsT.un..理解に厄，

=うし乏「正統 J tW a 里民忌ヒ真正面から号皇訪互豆ず ~c のか広 υ ð-<;.. ~乙 l二

了抑止一九u.rnli.ルr:N?3=1Y'ク8]1エ， 丈 1¥r::~主目た包す!5 ~' Lょう。ニ ::tll二.J:似/J.:

wほ?のlJ~凡の知酌忌旨み，雲寺との雪民r;J.-，貨のzt:慎可否示~ Wie氏の知的

交周降 E習震とす 5の ZiEL17UL Lr， いさ主力、菅直島キさ~~\\のさ、 す P 当時. 也

従来介ら号F.-lj;芝大内まさ・勾げiQTl /.ム夜這 L つつあ~-::rースト IIr= ハシî7"')

ー布団く 17力一こ7)の. ~用制と寝焚Zのな l' ~-rr' に怠った文イ℃め活 1局ちし定。

ごめ色毘め白川〆むさの 1J、卑包Id.. 20 t!!荷主を茎4:的に現えす 3 を11~白己主Jtの

D頁也口のゴ之さちのさ q ・ 定き，主主的・文化のあらゆ~惇む虫、左伺詮ざ 5 ニの珪

動7E.:音吉ち白「クヲウ之主宰J と命名してi'd.すてか" Wi比jeJ-l d-eì九の壬;-~の

開宴会， このよう忍!llt7と3 ーチ7不三三こしてフが~ U¥ 3-こどに怠ります<> Wie八 ε

i:p~ とす 3 ごめ知的半島につらlJ..，.た人々の顔D<IILa>~~こI仏 z 二とにおむ

さくほ・かり ζ・すーーたど之口ぅ L.BcJ-bi?Ja./1ル嶋互~1 円零) ， ~. Fr~~ (靖声r，7'r

f汗). l-I /-lor:iz... (理持制連掌). H.'-611 Hofrn(T.f}f).S払/(信長)，F f¥t<..{kC¥ (作堤). H. 

{:::els-εt¥. (i五掌). q-， 灯~(\主i宇t:). O，れた05;どんか:t(1島宗).tkトtt{，ぼ(欣穿是)A，uりζ

乙芝'l[まι).E， fv{ιh (在宅怠). 6. tYlcJtlQr (r~dB ・克)， 戸川以4訪問rC~3 完)， /?， 
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Mi(sil (17: ~) . 尻町止をど芦ベ).A .scho/>be'(f (Y芦虫克)，R，針TロllrC"ぐら三宮キ〉 合・

下玖Id(rif.r'/") ， 0 ~ l/cqn.;-r ( ，!!L~ぞ境) ， B. ~\ん-dte. r (伍聞 きふーーーー 。 Lか f二t/川tハtS内

A 々己φD多く瓜豆い lたご也己 .下荒乏人回主 zδ、ス 1り) 互い l亡ご汚濃良京白草P9叱，暑慌関T府1而7古'j，己乏;毘宅，芝包

辛 Eしたの否した o モし ζ 3おcl向1川ηnikト-7花O(凶L“lf印肌fm凡川)か}

」二そ/広ユ. ごめ，...fう B 匂前半包 Cろあらゆる雲哀を老司と t 嵐需に喜終守 L F- ~初

に尽かJj~ 込いのさす。

この Jう芯あたらしい W~仕JCfcllZ.{Ì'I. 理僻/;]. .た t灯、に 在来の匙l:fR<:!-ιとく

二とのざ芝 Q..1i'勺た詰t.E.静岡す5た、汁の ，幸之得17を乞司でいます'" F-広・ ん . ~

昆琶の ßi吏!三撫知写琶ほ芝れ ~m}蔓ぢ ð ~里会にあ〉り， また三 . ~塁王室のFfR待E

知ら忌い芭区、間首ょをけ1乏熊島9d浬命にあき》に.Janik-l弘 nnin'[('1ワ三==1守

'78: 2g]) ということ J~ ， .4三当ざしよう。したが今て われわu¥壱.W市aCliヨel九

の仕事E夜ごを主ヲ室解<..d-うと 9Q存ち，当侭.後D'J毘建の缶抱75'ある世記末

WiO'¥仇思理的土T実e.，あらゆきず"1? '-'1し Z探査してみ五ので五円肌~なちたい

l手<)'いきす。 lかし. 二m，l手， レI立のわ IH けフ札「二 lユぁz りにそ1cr~ß 民主重さす。

をこき ，二9 ぢ薗たつれ Zfd-. ~め豊か忌卑f守主を確;~ L 1a.か・写る， 立 l~ì壬

り/J-Jiωi k-TOCA.ili1i"r¥..町号室什寝リ=早めかソき渇定すろこ之と Lましょう。たさえ

理議1~ l'喜急げーム“治α友鎧に ，長丈 Cろ関K.EJ.江主的(，f¥rb Lt ¥. I<J.-. l:こモかく

毛 Witi.S~ぃsJ:ùn.の吾主主の0-1ナにおらわれ 1壬き隈リさの t' 壱 5歪ザ・ーム病院V~ O)

蕗みe.をの倫理にまずい Z聞賓とす否ことYこします。(をの思翠史的府色E:.tJ7

関する二'L1-;". -tn見合わてさます。)

* * 
こうし之わ仇h仇 lユ喜吉ちマ‘ーム"乏. くたさえ白島tの 〉ζ乃実廷め主主疑でt

A笠到、します。この J う尽龍JiJiトの方針 l手，1!.初 lH 否 Wc勾~nsreÌÌ\， 何台規か月しと

eft-;f1. r手ぺ /手広 IJ1芝、 1'(，'今卜にうつ a17.、モラし孔手ぜん。)をしてう号令. レi:lのペた}仏・仰

の知的工家主計2ぎにい lハたうえで t1a-t>'. Wi町?ω，ct'ein0)イ之さ彦左住置オ t てい

る思想的たp&:.格からく丈件A でない!こi!.よ) (少々 タト}れているにち77-."1¥思いき L

ょう o L刀、 ιそれざ"-eがzめ危l''L足・I-to-す 7立せ‘怠ら"高話IT"ーム"偽Jd.-.

Wittyeれdun。 と り の 乏 の さ 広 話 く . Id ð か l亡昔 l島á~な議論だと考えら n 否?

ら否す。 使命 11亘芭ザーム 11 ~i魚 1 'j:.. 11き語ゲーム"に周?ず事 c主世・まだ・宋支舟
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cs- イ1<z:b吃~9再訪Zt詰〈のひとつ〉にすき・思い，と 1 ¥う c主う?に孝之 Cうれ d<fo 0-すかち

}われわれは W{tt5'ens--:tφ1を乙 1)~ <芭主史ょの経緯ゃ 筒白いちいち川沿涯

にIJ-. P. Jd..らす、、し tこ居、山ら広いことと亨五 dっか‘よ 3し1¥ d 穐 f手たまたま，害

... 't. C 毘く芝れ内て亀取f二畠ffi.tr"ーム"の孝之フてにつきあたヲf2丈f{g1J~

怪さあち ， というぷうに毛主 3の Cす。をめかめり. わ吋uわ札!下旬0) "急危

「ーム" c乃蓋琶を，およなでき五かき、リ山ぐらJ..~で、王室恵 lヒ L てあ乏しふう。

慌の銭・~~E. • を巧品毘!こJ子山とつかみ Fざしーモれ主主珪2誌に.;xo・あ‘し 9<事的 e:Jf

否のです。をういう fヱ九 trち行モらくわはLわ片しI"d-εフヒ cr冥ヨヒ=ろがう5い

1'd. :f'て・ <L，

を11¥さ、 /6市 II¥.ffフ*.rJ-. 言王手・缶、二から手 E つ片て I¥ヲたらよいの吾 ιょ勺 η、?

国司 E=とに. ω1・廿j之，.，delfl/d-. 1/喜詰ゲーム"につ 1¥7. 二こか・党主的下三、工

ちえきIa-と、の問慢 C'えと手ヲ疋記戸feの=/...ごいき包人。三 U¥rJ-.ふて勺 l三Iユ.

H ち誌庁、ーム"のアイデr~\ 句α 号かさ徐 '<1三佐々に話ぢ/)ヴ庁ご"ったか

らです。吃 lZ. tうひとつに「手， f騒 が 喜 色 ザ ー ム " に つ い て 電 定 し た リ

対与~(CE9 ti .~会主モ与之 Fとりす玉三芝 f手不必零だ・ L _平司自モc-e (h ~と毛え之い

た一一一立う ζ しい一一一、というこ之がーあ ~tT、らむ L ょう。 r 主主ちげ、ーム ~I手こ

れ二以きあ~..1と 1\ う畠刊文瓜促して怠コれ子，そのか}わり.ちーまうと泡吉歪

rJt・をうきあ3ように rち詰庁、ーム fd.二爪二以否定子い .irち誌1T'ーム 1手尽に7喜

に♂ょうぎあ :>J ~\\， t=三闇亀胸元幸吉 &1五1F，EZち惇¥Hら!.h.ます。このように.

"主語ゲーム.. I"J亘市主主、ゴれたり鈴.i!:芝臥たりし Z.~. \ 7d 1¥ V) z.，. 当の問実E

~~す五二"'t.. "fl\- むす:、 かしく 7ユって H~ す<1 J更に.わが亘の町長吉今飽介持女の

たぐい :主役人きそう . (老しかす g ヒ，わたしの琵人7三・~めか、定~ 12: d-をういう

宅5の皆、r>-リに当たつでし喜ヲ f三，というた‘けのことがち L¥l' ~1!..ん ti'・ . )尽す日♂

かしい投8F\ J~ 与之ら山てい立τ ん，

わたしの惹之さf手. Wí~CハsÁ6れ α" ち詰ザーム" 誌は前期のいわゆ~~写

像理挽と対比コrl!. をの対照の底力、否定患ヰヨるのかn::.七之毛わかDやすいT三・3

う ， と思~，写す。 ，.缶詰r ーム‘-tBIユ， 前阜の;樹栴7ð-孟話見習の R詩のtJ f̂  Z. 

董祖ゴれE でのさあリ ー 前主月め琴ええか弓め ~r活用 l亡エラ z.. 自阜 E 組ヨ十たて

て~\玉三にし医二。荷主ßÓ)目前考 J と後頭今 H ち誌げーム " 情 'L. Iユ. 1乏しかl二一貫

l í::~'Zこうの蔑 1 ¥量M長にま、 Z. みちびかれ之 1¥d=守<>荷主tn:1主要買との足か庁
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EI手廷はだ要芯司 f三t内 lこLている話 g迄lユ， この一貫した動礁にくらハ1代 lま

守ヴとまえ届酌己主のさず。 モ =<:-.前釦σ¥'Jヰ競1望論をます・理解9~J うにつと

め . 乏れとの同氏の尽かかち"苔tal-('-ム"の乏 zえきうさ尽fりにc;~，とい

う作 7~ E.. しほ・らくのあ 1¥1です亨めて計矛't..L a L~ う。

女工2

Wï白1.o){Í，ιI、首I患の主要苔~， tp論理芭をき誌老c!l (/922l1育()めモ子一ア

と持軍亀5ll"Eあえて~秒しつく ι ，図式自ヒ J表示す~と . フ?の;rうに忌ミユヒ

思}り以 zす 2

仁1)芭果lユ，合析的で ;芳三c.己¥¥ l. ヂ7祈四貧乏をあ~)。

(幻色~r.J. ， 令新白であ~ (， Td内l. 1'!t苛町宮乏さあき〉。

(3)芭界とち誌と fユ，写民間隔にあ三(.!d-はく. 厄也前応・してい d)"， 

明以上。)，..... l引にあげ.たことの尽かr.J-.き疋字経・恩若手従Z- zち~

わたしの足解除・で・たら柿否存1¥乙弓れほ七 日論考t:!l0) r胃ろ匹.この 4つに怒

される尽手否す。この償額臼 Wi.世teJ1:JeJnの惹之によ/.1¥.r.;;F "芭厚切 手た苔ffi

t;， (をれBりに霞若註さ/:J:aちるので:ず C入つ何詮/'ð育~ç乃 t のさす. つまつ .:z 
の冨E在、素人とE畠d-tく定れていく手続芝をつづ‘けれ匹、，か1ユちす向芝と'::J-リに主主

主しま <;"0 またれつ Id:oう，世界主畠琵t; ~ 困じ種主乏ち。之いますーをのため

同芭!手，国型舌々きあり ，互いt=.耳免震1僚によ勺でおぼれ五巾 rtむ弓。 く喜t吾ど

世界とが目ーの南道Eを存之否理由一ー をれ力ピ荏l二ゆえさあzの17、広.1主1ろら

手、しt:;8同らかさ広ふうd.1!:ん"""'.F-:.ぷんと:，L V'乙7ド，乏のよう7a-S勾と tて，

t 阜の T及 B ，I~ 1::::つぐ玉から 7吾めきあり手 Lょう。~'tびとの内皮しと lì ~ ~言

語と Id-. 本質めにをのよう彦亀ご.~~， ~ Wi.tt3。、ite.it'¥.広恵ぇzす0*)

水ここ否いうき免とta-.tぢ弓ん，日洋書誌の二と否写く，拾庖へと理怠fじ立似た

事告ちのことさ、おき}わけです.

こうし之. まヲ Yこうな吾蕗?思之は， あく ~Z-~芭厚手を孔自動こか 3 巾~-e

のTd-のきずかち， 比Ji此?モほ:1ei'.ν Id-.. 琶号炉国高の肉f差"Eeつごをこをお ~ C)Ii < 

い手せん<7 L1)へ性〉内問実乏 4くよく尚三さええ三三ことによヲ之，ひet手岳零77'¥

ら解えQ:::I~/\. b， とちるの f7¥"， 後α前額の芳之方 G、可。
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大 13

二仇 lかミ坦っFJ-Q"? ミγ~ t¥tl明恩恵の ztアヲ干"2..立九に米g.つ厄Pく回帰して為z

しょっ。

~7' 芭 ~/~， をの t フとち蛍~~碕会系さある事態品ch~'th:J七八 . ざら

に.事径百針十たてき詰契:時‘ざあ否之-3品 、ぞの D，'円J砕い ι 対免 ~eie打ー

討のldハと， テラ帰 L でとら之 ζ 〉れます ， こ二で，事態~. t C乃尽レ1し台曳と17-':

究1¥々の木章に Eすぎと老之られといき=ヒピ ，注怠し匙庁il¥{"J:・ 5 りまtん e ち

の尽いし討も日、芝 l代ピ Lて単担ででとjラ=$lJ門で尽く . 陶ら η、の事経eの契夜、

さあるこ之に」っと乏の存立をえて l'~ので、 す d

~フL をれに即応・して. 畠揺に h いてき， 零素命f5.8e n l(?lÛ~ASよt之と~乏の

契~~Jろ ~ "ß ぬ./Tle あ多い lユ主J貰 Vani~l毛主 1〆あリさます。零 3員会理主二， 包あ3

~\ I手を了亘とさ lユ. や l矛りその3ヒ宰旬、要 7ち司 Zいま亨一一一色あ 3Hg 、~Jえが' 1:7の

7J.. p し対長を立し，立&.1\ら E是既 ße.hいtil.n~ ピす~ t去のであ五のに詳し I ( 撃

手員)f与さ亘 l手.~~(の時五)を立し. 芝川1左草署長 S.I¥.凡とす 5ちのきあるから

きも命号室f手，専怒と. ~I実形式 ζまあ1霊形式) E叉有してい 3ので. 事態Eミ

すニ之が、さきまぢ。ぁ 2命題の意義 0-ð;~ 事毎の珠江して t\ 号こ之~'.をの~

患が真ざあ~二之芯(f)リ . 時立しとい Tð t ¥ごと'(1<'.偽号あ3二't.C'. "9 0 命運皐!手

ごのように L之 . 世 界1亡き}9..しzす.

議合理 央 ¥

包‘o o 
仁志戸む

む
ゴ/b七の(均気.茎周一

~;Ju.，、社

/一一ー--一一ノ
専を :蓋千三S;;t¥j1.

官1去形立て
=訴;1埋形武、

図 15-i

いくつカか、の寄亀亀~1恨ヌ

n爪恥主ぐ、〆 =山r降志d-.抱 合6命挙芸寒翠にJ兵二つ之吾尽す 5=と1か?ず.き主手ず.F沌豆合命是想里f尽手， いくつ

かσ蓉主命題芝合E在、すきことにより，えられます。禄色命題が哀さあ'31ナfおき
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~喜 7ヲ、.す 7ユわちを ~O\互応!包{d二，乏 H\. に合手~n 否す八、‘ Z の零系色患の五色~

fJ\・年~\聞で 3ろ爪J~' • をこから計事é-:rま守. (i.. 't. rJ.さ~ :J."+互の下毛色命題互いくら

さ乞地つ%ぅ Z計喜二乙か‘否ヨ 3C' Lょうが二三のす八、、でか恵みc:Cつヒ L之

E 乏のすペ，-zがJJ烹εぁ5乙I"}-限ち日いの!ふ.も三人の二とですq 芭誌が会む

すパ、ての命題のうち ， 所芸部令 l手瓦 0'あ 1). 現!こ吠江し之~¥ ;:;害程めす代、之 I~

Hたしま写。 またあるもド分 I手偽ちあ')• 毘巴時立してし¥.Bい号室喜にお花、し 3す。

(主主、左 T三T三込 n命長良。国語R慢のこ乙/<J-.ニ二で、広1fJ..i7'し Zあリ Zす。〉 乏

し之，現J二司、主し之い E事径の金貸す. l1J Ul \.h 川 vþ 乏二 2' 生~.;i e 努~T.;.-のさあ
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"0--.:l三。す 1ユわち. ~ 0)主亡日主主ヨ室長者lz:E金んさ‘おらすべ 互主智也事交を会

む表3包にぷ今之主主与ニ1 れ三 15 の~' t;.g.. I\ かち z・ 5元三。一 一 (中略〉 一一

ーか勾之広私自与も「史生Bヂラ祈」仁->I¥ztaっ2いtco ~のとぎの

考之方にふれr.v.琶零はすィ Zの主E最 終 自 に 合 解 す 三 ことによゥで

すべ‘とのよ里聞を B~~ ノう、「亡し~全自主のあらゆ五可首~i主乏三二ジのぞく-cの

さ芯付ヤ代目・・思ら0.7テラ下三。羽たが e. '>'zのような分俸を呆たしう:;吉巴

号喪慌のf2t:民間、存在す"2.17、のJフに定之 2いたのさ‘あちp をのぞ"私

の金、預にIJ-.ラ、'/1::.)vすが '~餌に対して島之た定智切こと隠ど‘ があ

? E，，，， ~れど回桂仁.知 z fJ:r;印有史&に詳し之{.. 昆賞後三の匂乏毛主

用L.Z史菜、す五ことがで::1. 芝の z うにし之詰:陵急‘の遁~.す /\'・ての

長声与の j碍良署々が策定的B形吾、未玄爪否だ‘ヨう， ~当時の私品主之

巳，二u\ら苓ヘ‘、7.(;う稿，:@に~.，たの f手， 主詰の 1実用に朗ず 3理想 (c主

れた，乏し之校，た鼠色、で-Jうヲた.6 >>(3:-2'it，) 

本この同事亡。，¥z (J.. E:.とえぽ Rusç~ [1 q 11 = i '?界:21ld -2~6 】 E考委持層

二のJ う底図通に知知す~ WittFSfei凡 lエ. ~ 1ヲた I¥自分φrtr壁t:.と‘こに

τ邑之忍あ‘芝うとす 3与の ~L ょうか?
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Wï tt:è C.V\.S-Xe.\:~ r五 自宅か・・事宅と菌汚乏で・あ喜から， そtl¥芝王手りた72..t!:.3写書主的

r:;.1C-の爪・・ぁ a/;;.. 1j~ e'. とi宝怪斤しさし矛唱でい Zした匂 しかし，石~~さ・あきかろ

とい.， Z. たた・ちに専属 l亡分解す~手前安ミ't.~'丹丘す~. と老之さしき.うことは

β いの乏・す，徒居， この甫に宣向ゴ手しr.::._フ~ 1). 思考 ιつ嘗許1Jt.'-:争奪三iニ有m..

2. (Jろ~~こ I \フ副長乏をゐ <~C佐南した孝三~，雲烹令題。再在左i5Z!..τぢ芸二百乙が

司貧乏で・亨。(恩毛のヨ~"t主を主主隈息苦ー のととら之三ことに二E・Ib d-L二三日. 三

乏に α0111s¥:う とお7在 酌C'亨。ChOlll仕'tCろ生時丈l玄の γfヂγ rJ....人閣の供11

を丈の帯、m..主b¥:-民力とし之理:思化的にJ自身ιず 3二とを高 I¥e:fd..ョーリ乞立でん

乏したーラ

二何事惜左足ちまぐ世阿す五二とに古玉三 sihLH.芸，面白い旬¥E r.， ~， Z~'‘ミま

しょう q 白官制ジ乏袈c!l(1930)の尼 zj-Z、， 比)itt3eハsXei-n. fd...っき、のλ う7吾且を

1怠付"2n三す。 ごめ包rJ...迫室聞にみれ '2.. EfT常国勺T:J..最lトφ区刃Iiず王手色ず苔X

考之う~ :: '?:こと，混在園。宣l官 f主とが矛畠亨a-， とlら伊ラド'7-:z 1:解J青じてみ

で3-たあの朗子手さすが二零亮￡題が序丘し庖~\理由之‘ち 3ζ うと‘ ft~たす 3伺Ir~・

とtちZ乏うで巧。 f宅品、 こうち n~ず:

《 二の函円か"

示すよヲ忌~

互に累白の箇
、

所から t:J.~ Qll 

乏1ム応J干手tつ域

合，令生11を要'
国 18--:1

仁生めu¥.g:'尽

~、 Z与え私 f手， 黒い皆何~白 l、箇所~c.陪や巴到l きます.従ヲ之白1 土む

R宅の帯φ 即魚乏わつことにB 吾限界八;主ず~0‘あ玄う。一一(中1f1à)

ERらずl亡者之早区月IE可侵E昼間からTð-吾借りからニ蚤旦の ~I -r..

どと L 之灰色ーをめ縫っの911とE惰っ。=の長7定勾引にあ‘ l'て，をれfJi.、.

/'$当ヒ訴さう力、ら二重自のヨlめ令昏!に c主，之生t.;‘たこてrr-"，一区見Zと

られう i与さあろうか.B侍らかに吃うさ fユktt¥ ø しか Lr~大，ごめ I 1の

ゆき促/)から=宮El.q石11t之苛~， Z， 之u¥.rJ.'司定的に揺ら0:，ち綿!下司
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舎を思ことす芦・更でとられつ~ ~，::;馬弓うか・問ピくをうきなn ともに隠宅

巾胤喜" E'd をうす 3'l:二Bf間負勺にの哲l:tu-¥ â.足f宅 φ引は存丘 L 1J. ~I:ご

とに怠3ので・巧 do

市主舟左 t 倍々、耳堤酌 t::::::. rユイ寺町きさ ~I\ j虫色. ご司令1~1 乏お‘み三こと

E 下回自~ê‘あ') . とされ民ご内 cょう志村hの干と時刀le見る二 Eこち τ町役

1ちのさ、ふる。ー--( r:+' ~)ー

キぞの滝野とお付 ð 亙使佐l'ð.まえ・ マプ大・ i~!時乏 E良にした弘いことに存

し2.1¥ >-..)デ (2~ 202 f) 

二こさ、， 二司令悔の寺前毛さの健リ Tl、ら=霊日の右1¥1]:'. 雲寄島主主にE之之らU'¥3

ぞのきあ否二と f主主ぅ吉弘でトモうありまt ん。

号著54与憩八の分毎araモJ住く零素命賓が 00)色除珂性7主)~“危 /J 7三た忌く疋っ

てしまうと.今豊一時見守. 2t互関係!亡 J..， zてE黒と絡は・爪て 1¥三という f安定E

うし芯ヲ之，芭馬力、らきり尽 g立t.r¥.，宜主にうか、ßcë のの4うに走之ら ~h 之苛

打。この c?T..Wi匂印式ぷ九降，品開はιの ち 制 理 と 延 し て い く 二 と

に写リ zす .

女工9

さで， Wi枕aeれs;:tcil¥.t手， 号案命星空に対して， そ ~I\ むかご互いに宅君主であ 3 'Z:.\\

う1tS:.'貰芝王廼定していました。ごの想主性壱 ¥v11:'て.後にl手あやしい Eのと吹

手ように忘ヲてきます。

荷額にあヲてfd....専素的志事包の奇主/平王者立I手.互l¥i三無関前1a-.粗t工疋

ことが. らさ・あ~， と蓄えられてい立した。

<< 2.061 車毎日相互に積立きあ言。

2.062 ぁ~事委主、の号主ないし耗荏立すら，防の事亀の高立fð..いし雅

品主t<f...碓詩工れ7J.-nD ))  (1:31) 

ヰテし積立ち TJ:くて， 一方の事径の時1工吠従方 φ事嘗r0F持主J之常ミ戸与していきのた、

と~'-r\降、\l手じあの事巷「ユ， (たと乞論理の耳汗a手役三 l亡 4 哩て之ら ~Ilた ε の

きあ三うと) 17 g.や r~素的 elemetむの斗きあ三ど lさよべ‘ 7き1\だ‘ろう e と wì甘ー
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'J en..--¥ci}v 思考えたのきしふう o 否ずから7慢f乱周昆夜1楚 Tæ，.おloSie にt7~づ、く

点差旨芝の号、1-¥2: '起傷的TIi清水ありうる二と Eみとめまt んでした o

とこうが‘ Wi匂end"εJ九広 F悼 J の宏之右 e r:s.. 当事淳、，毒素命題山~

:! ¥1¥ ~ .Jう広種類の命題が;互 1¥1て官主で!手削 tょう7ð-開，~ J 許つ片てし zぃ

~ <t 0 

~ r雲芸品電」の梗:包「五いまや以員「lの意味E全て匂三つでいる。

・ー・(中也笹〉一一-

tèl主のための~悲母宅民主 1エE帯、 . という#え色、。夜1\之口、 γ 乏して斗ピ

」っ之1侶色ゴ¥f¥:;お今想日南町喧立ぎ!手7吾ぃ。それら Id一つの取を1J:多

イくり. 乏1ftらの謹色司能性.下町寄毛ちか検査=主 U¥.dペ‘さ 7ユ0)(5' ePi 3~ 

~(2;Jヲワ〉

《 一一弘1手当時，すパ7、ての世論陪トートロザーの彰に韮づ‘いてい五，

と息ーでいた。私ロ岩田，定論0--. ~~人目ニ半をあミ" ，芝才1:"改向日

三:'t(さ尽tJ1'.之 L¥ ..，た形"Et 1草寺ちう3.-. ヒL¥う事Eぃzだ見てい百

行、，たのきあ玉 e こめことは 雲完命題日平日互に担主?再三，町7ち.

虫、;;-つめ事怠の域主?与えは fでの亭産主ので手法、江主誰読す ð こと l手~

寺三島』し という事 E私l手1包じ之 J\た，と(\う事と関~ L Z.いち。し方、

し{j.かどち命題の!宅系にういての私勾今の情見魚、正しいと亨lIlf.J:'.ん尽.

~f!lきの岱t忍にJ:ヲミ?主è 1ZB-t!:られ~と三ろの頭、 3 寄港白時主?ら，それ

以外のす八、.さの争廷の下政、五を J往時ず苔ごとが珂耳乏であ~という事I~.

現員I1C'すらあ 2与のさ ?晶玉c >> (.彦:ね〉

たと之庖7、 f栴~-色につ\' Z .慢主 7手3在家主加えてい立す。 rこのJぐろ臥示い」

「二今 J"¥'ラl泊い.Jr手. ~ t;-に零主会題にあE~でしょう，しrl'd Iこ i-の

バラ lユ来いJ ゆえに「ご勾 Jぐラゆ白くない」 ・ ~毛之三の「万九市4'丸トfヲ札に f手色

叫存在請をすーというこ之 f手，一方の害義毎週め夏伶tj自動的に危大内零菩えよ予

題m車時、左足定してしまうことを，いみす 3 にちか・いありd-~人。:: U¥. E. 之、、

う白与すれIJ."よれのきしよう? WutSεrvs:tι九Id-. rこのバラ 1本来い」、 i -の lx'

ラ「手白 <.1ゑ ~\J ~' . 決しと問ーの毎題C' e 尽く ，主1)~乙 Z "8 1\ に恥徹底島理~、

t;あリ zfJ-いこと乏確認:したあと. つ三rのように結論¥L.~苛r7 ai TJ...~わち，この
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壊のあ患!ユ.互いにほ、らfJ・・ら Z'想主し7壬モのさ‘ f手なくて. むし芸 ， あ、のJヲ「じろtd.

主主擦にすす‘O-¥、の で、 あり . 全世とし之弘之つめ径子lE 1志<f'Eめきあ Z、《ぎの

よう尽合型の 1軍手王、全住f打豆宅之氏険立れ 5内定7あ'J. 一つの命題か県安't.tげを

さL代主のきは1J-¥¥J>(ち:CfO)、EこJ¥うのです。

~ ------" c-し私 1穴富山之区二~野の二\H こl.f l の点広雪~¥ ， 之ちえば，私広

e1ミ単 lこ その専の訴 を切っ之 l¥玉ので Q 尽く， .をの常，rユ俣で広市い.

赤ざ‘lユ7吾しし氏をち rJi号¥¥ -専マ'L.t ¥う事t::tラ句、で¥¥ ~ので.31 ~o 

私 l手，をの蒔刃l全f主主一良にあてかったの否あ Z。をしてこのこと臥

~ F.:. JOI 政一つの点 IJ.回院に翠~勾芭吾蒋ち l宥主主 1\ t介、 L ~ ¥ぢ事，ク3干足

賓lZ・t;d元三 o 由主主忌 0. ちし私0.'存主主の件与を現実戸あてがえrJ:'.， を

爪lτð~ で一一丁良，宝信1的共気の浪芸与 E三回有Lに一一常にた Tざ一つの

害容が蔵、江し寓売し Z一つぶつ宅く仇予径が:10在、1工し偶白川， という

警がす z.にき1-t.J1.1"，，" ê い芸のさ‘み ~1ナ ζ 。 >>C 雪:90)

ごのJ うE見鰐fユ，FZ翁老d1日雪1.え理芸誌の走え?ヨからの、丈重弘政ど芭うパ‘ゴミ詳

しよう。ここ cler. r経験偽吊7下りすリ -1tアfJr-とめんtt¥.之いz可。

電に聞す~奇襲か;・住民左 1ユë1" çカ「手.包ホー を E を t 岱毛""2.~すゆえだ，乙走之

ら¥.llき<)0 尚甚F¥C事，耳食J!f.詩の考えちでrd-_ r;-iJ::. t ¥..1ヱこいうご芝ほかi¥ Jt乏E

つの I-;f... 芝山か・・立す「未亡主」の烹俳が.~主主の芭究の活力、|亡をg:. ~n 勺 2 い~1:.三

めであき，というニとにお手1急事‘C'す。)を U"¥(::如して ，新 しい走之大 Z、fユ.多〕

三宅のが「未 1¥ ..1と昨口叶l.芸の I"J.. 主主の tのめ r，程さ」 σ)..，をめ 2・/;).To-く乙， 芝

のtのが壱のf:t:拐にちめざし〉に照らし Z. r白v¥斗ピモ「黒い」之 e I'J叉宅2

4 と屯「好u と七一-ヒt 畠え忌~\ 15良リにあ‘いてTa-仇 Z、す。っさ主り ヤ流いム

/ ;旨いJ / r誌い..1/・ーー 之 t¥う得者主 (5αし¥.S5l.lr.e周にち乞ぱ¥指主L 0ヤ之守ムヲ

か7手りた勺 ZL'きことが¥まち三屯のが「荒い J 之よぽ・LI丸三二 Zι行事当唯ι司干E段R

E 与え手苛.. (二れ13-e r手や. いか百五l-¥dt2.-'1;‘ 耳保理論、 klZFちえ王手せん

。〕

ごLfd-..V'..tfE界 tち尽す芸仕方17'rt二のよう忌性質をもつの Bち. ~ð 品、 1工"ð~

と立札ろ募徳司下ろ主Id-. (吃め事態にzn..ヲ Z. ?:Il宝L~環主るさをの干与在芝之之

l\ 吾ヲてとは、の 1左手もと僧照的存，相対豹百事色で L かb.\\亡とにiJ~で‘しJ う.
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ニ=か月 Sa..u.ssu陀の記号の白l互の]豆品 (t¥¥/")ゆ号，盗皇.性 c司海沿〉手2!-kI

尽人♂むととむ、 Z‘す。

ここきお乏してあ、ぎます~. ;Sa.ι凶L汎巴!三.後思 ~V，ば3.eH~-r~れの仕手!ご，少

尽かち持表彰宮乏与之E . と主之らLH"Sょっさすロ芝 ØLEIきの証又ηlユ. 二u以L と~ ¥苛之

宇￥き、、ヘ三ヰ子に巴三吃.打 C併為ちC仇内 I欣穴穴~ë:瓜民 1りJ CJ.-f:/:..と人7決ヌ夫夫丸〈ごι‘うノ いくつか仇)t可f.'i空ぢii/日と荒聡3広に屯lい1εσの1，日:J. ~耳7九「つ tがn る

よう芝き、す。 ま2す写0/'‘リ、

lな手d:..S山 ι己SS¥JJ1.孔i1...1.かF芥六穴、"、菖Ys-e宅E と圏一-足す玉縄白に良知ず三ためと広門市白nこして

百呂志ちの'0す。つ¥¥ (-' .き誌の沼急性の夜定。二Lれほ. Sd.;..広三ω工止芸誌をあの午疋

r-号.f;Ed軍記色、C'す帆 wirtdC¥¥Si¥t.it¥.. ~. 陪どめ記号互色豆、 lvïl¥ kU，'Z.¥ i，仏id:-1予のとよ

ひらのちに!ユ古室表現 (2:s'ぢ)や苗文法 (5:14-1::;)のだ電柱乞主要すきように1a-り

きしE。乏して ， 悼手長 σ3孝之方ーをめ語長17-惇1卒、E.~すという込想広之、 f手~~.、-

5宝u..'ll:，⑦モめと芝旧内 Ziliハちのさす..7d-にふり l'喜色γーム"という主主要自号

炉，をE芝モtっとt: ~\A.$'Sしv"Z.ム酌さあき，ときうぺ・きず苦しれユセ人。こうし

て . 町内ωsre.~九と . sωcnlJu句、よじご を臥|こ6をつづ、く，彊とき主去さf:fn)

どの荒い定にQ...み温すこ之のぞさ広い.向的TJ秀吉主主住ひどあ3、と予見ささます.

女 20

さて. この aうにして， 雪三眠、会彊E たて E 這ええめ互包，~芯勺 7ヂリゆら 1\ さ、 ，

さZし立ったのさ T多1r.~二亡さ，直末的定莱 Yこ l\ う仕方 t〆改めて注目二t ~t\ 3こ

とにた長り手可 e 尽ぜ忌ち 誌の直正酌定きる hl州e.ISQ1、c¥.eDミfiれ;，，1;0九にふヲて.

写書ミ理清広をの茎珪芝得 ，上記d 詰 11;開¥1'2 B'-TJ、")}hモフマ;;足首予さ主主力、 E しれな

いかちさ 90 しかし . l，.¥ 3 い 3 穐村乏主トfみた梅呈 Wi比~el ¥St (.ll"-r手、直!'I=:酌主主芸

によ司て二之悶ごの~\ Jt E 与支こようとすろま誌、み f手責立不問司Eでーあ~， と長会室酌に

誌定し立す。

E主末白主長と I"J..あ吾語 d 吉良め芝才気e.， 1)且初のかたちさ γこめらの」と L

て鴇ち F三、して芝て，を臥を芝c7)話の主尽さ‘あ3之定グ)t. 之 I¥う仕方芝 v¥日立

す。二以降，語の国末作用乏の二ら<f二者三信長白にちって〉ErJ自若名辞モこ L之内

l志たらきに 1馬す手ぢのだ;之壱主 z しどE う。でずかち，査二~é今定安の琴之 Î\に

Eとづーくち詰理解l手 事語、こ芭思とを宝食用偽にあ dt:;めとし之とら芝るめで・

苓丹¥乏のありか?と (d-. W;ttsen.a~ìr\. の F楠?5 ð)二(fj、 IÎ~ ょう沼弓決定論から

29 

「手. 丈まくヘ F号、?と「之 1 、~す o E持7$-.:!1の1泉台に IJ... 16八0 ーザの-=r-'e，" l玄うの

J-うt::.雪民国係?の存在 1J::~民的に主張1. :1¥. ~く?と‘門 7むのさあうで，をの ~r'党関

係。"è史的て主塁霊的に邑1i:::l.ft\. á 二 ~r手品 fJ d-1!.ん。 Ll;21.(¥.'吾を号、乏も，下町民

さ'S3、と走えら 、札之 I¥ます。〉 を}¥LI亡苅 l 'Z，直疋的主主~.01 与える胃 1貯岳民

「ユ 件訴かち冨毘曹、同日モ厄モのさ-三九 二の写l実関係!主 主主与~ l ¥う三ヂiJ.奈さに J..，

て 5 えられ S~Þi自己ヰ笠智のものさ 5るつ. その関係♂会ト部に主主宰左 t 司 Zl ¥ a 

ず。 さすかち， この定義京事与主に曳ノ庁ささ五ことがい之 l事いと，直示白色与え、σ〉

走之/;);J.主]t:bf南 E うし 7忌い~ ~ 0 ).¥)i ttde(tsTcili. I二~. こじろなバシト'Ei針苛ました。

直元的定義にちがいようfJ..;f"t.;乏に、 t;:~1ð-~、 fhUllわれ g 出くわすことが.瓜リ
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高誌の普主的怠開iZ-"E: .本来個別的存直示的主主主1亡よ勺て、をれミ・ε忍んで

かし亡茎Fをイ門.技回目する三乙尽でき怒いか之工夫するとこちガ、ら.持~;q; Mu宝-
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を革問下主防1 吉之 L~ ず。(この景色r-t-~をれft'定見事に対にで与之らLt\.否

定美~~再三. との了解が7:::./7、可主主巴んか'('， 一定!ごの点!手撞く之し手レェう。)
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方 E. 't:二ちつ二百二 f7てで、ざるで・しょう。(ち芯恥に. ì:ffi E史思習の主市長~E /bラト

=疋・ムに対す五八ヲヲイ叉・ムの要望左前(倍闘〉と.かりに平賢岳ず五二三17前

ゴ Ul る怒ら • WiltyωsTeiJ1. というユタヤ的知性P'・， ごの盈竿酌断層にあ、¥¥之t

をのひとつの露顕Eあらわしている， とええ Z七三しっか之7a-1¥17-eしれま包

ん。 この八ヲライっきムめ東付酌話形君主 ℃して τ主主主茶、割高り . f主主さ主Z，t入

あり . をの旬月見守可貝、の話 i乳清t;...あ吾、 ~ 11うわ円です。) 主~1;J:1:ラ l手や， 主主誌

のうしろにヂンと 1笠えてい~ tとのでほあリミ王立人。か Z っZ:. E詰 m芭みのあ

1 ¥た、でようやくをめ包 Elきすよう 7忌Eのたのでて君。
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い~.私的(;$織の報告に開謹芝 t てのべ・た転 @j}....， 芝山以今トm 邑琵行為につ

いて惹あて広三五の「手.当棋のこときしょっ。童図であるとか，予忍，訳慢.

命令 .殿雪志と・fd-. 1¥ -;f. ¥t¥. T .邑誌によフてう前官、され三たぐいの，私自主7jZJ

さで乙です。:::.Lr\ら、わ肌附爪の邑詰の蛍計に向庖するさ z 寸・立の人間的宵~

J"J.. 言語を丹江たt 五福現旦11(J) Uかで f志Uグ}てそ1(-¥乙してあらしめち1-1-¥:ている

といっ二 ζ 1J.-. 間干主に Wì付re11ä己;『レの穐吉正 l亡ぶリたしかめら ~l .;lす o 1慢のごう

した作業 fユ， とつ Yこめめ芯/1，一見ヨわめて散湯存&p~~与え 3 す。 L か L 芝

れ I;J.... 日常言語の詩JWlや作動7e.日月らがにするという， 日曜まち誌に周'9る抱取目、

iffiた志の否口尽く Z 広ヨかに深刻疋L金左l三事か似たちので・す.す忍わちをI.n

f示 われわ川1J-..宣活げームにi畏く障さ王わ ¥1し そのタト自11にlぷ¥¥か五五邑語的;aWl

の手託児 E ち商って I¥ 7ユいこと‘わ川 Wコザしの主f左官が-Z危 E尽 [;}..~I\ たをこのヲト白l ヒ

ばG-IIし之忌 1\ニ'L~喜和吉正しつく立んとす 3 対みの. 一絢ー勘lこ尽か忍りユ t

ん。二¥(¥.らひとつひ乙つの芭蕗ザーム T:畠鼓ー〈与思考)の主惇乏うお?と、していま

す。脅桓の u'Lつひとつ jユT長嶺れきあっ . 主主肌 IJ....庁、一ム仇堤引によって手生存づ‘

l寸ら汎. その校存の怠か l二.前夜色酌7ユモ予のヒしでの主佐1)0-かすかに子、::t肌之く
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る二と l亡FCJ.;;不ラ「下さ亨 σ

以Jit句ωs.""'tei凡からξ ち ?で;笥e'l三ょっと 芭続斤勺江主宣ヨJ¥、にのっとゥた3

z 芭誌と也県三互主全I白勺に孝之掻こうとす ~t7\‘Jr r;J. . かιらず' ~っしょうモロ

l'陛屈に直面する， とちぇzす. L ttし守二から殿づ de全fヌ、正だ乙人工つ，喜詰

(ゲーム〉互いれほ新い¥(習〉主住と lC ~を~す三.之\ \う f工式にf~ら ~It :3わけ

'(.， )ユありま立ん。メヲ理持のよ〉志 . ち畏O)~層往左l号く認す~r;主ら 0:'.主主再図

式 é!菜、尺ð. â. ~ ， いくらさ、 E 予告 E のか ~n ~こと~' c-、 さろ一一 1か〈 、ζ 芭 〆 ぞ

うJt:z..c主q。もし 3 丈ぢの結言 lユ，をうした有ヨ /)C時計主にと・二かで夜間し

てい五と毛之らI.Hd否。しかしこ此lユ.Wi吠1ι.ncTI巴7代めとるとこ三でlodi，リ3

包ん Z した o 吾σ厄らそ2 1，1\.1 コ ， 克三主任乏電解、隈仰にf足亙させてし~! '-uとげ

?にのふうに ~æ之さ祖主酌tJ..宮警的主悼E~‘二かにうむた rT さあ、 Z . モ l 之こ

の芭県之三グ1 ち告に意表三乏モころうとす~íli-起きないーーたぶんモう す甘えにlユ見

わ ~I\たから芯しg ぅ。 1たlふ皇吃 E世dt ， 旬宅ラの力、ち t 退三亡しJ う Y.. J三し巴い人

さ亨。をうした華直志丈R主主かど 1更をち吉tL吋‘ーム拾しペと立しも門ユサ o

女 26

童話Je手こうしていzや世界とほ巴完11され11['孔 Eこlユ立た引の固有社芹を 5 つ

二乙に怒り吉した" 'z. U-' (:、 1三芭語Jd.~'のふうに L 之 ー 芝川と広三ミTC).3奇ヲミ再'E:e-

つ巴 ~tこ台、力、;h 1). 巴宍へ Eこち広し . を の 亘Z豆を表5同さ‘ヲ玉三 1¥う=三こた芯三

ので、しふう 7ゲ?

世現のた序品.芭誌の怠がで IJ...l'良枝どして組~たてら l-H ~ï'ë‘ 3 う‘主こ邑え

事-;.

<!.1壬伎は命題 c~ブくるための法夏.J\ である.

仮設1;;'予恵を鴨づ‘〈るた併のよ去尾1¥6'あ五 . と邑っさ 'e J: l'さ、あ三う 0

">> (2:38'1) 

す忍わち，畠昆広芭県と租即する亡可乙か、7つ回りずりに主まっ之 1¥たリすき h 門

さ l手， l ¥ 11、芯~ 1 ¥ J-Iで、ε、あリミエ t ん。古語的手ず7=Z:・ムJ(J-，芝川自俸の性れ

によ q て， t1!:県八と白?っ<?¥ ¥くのさ亨。あ吾輩甲乏的ざ、して=の j.11 -=-定、ム

からくりださげ1互の 1J.". 予想芝担ゥた個々の島題きあるといつわ庁さす。ち語
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のメ TI== 疋・ ムTd- . 二のCI:.うにぜ更にかかわる人間の rn~ の婁患乏志すE-(7)c-、す.
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二のように穐努只の Wì甘3 e rl~\e\ルにあ勺でに; ち~が・ 世ヰ乙 ffi.r九ずるに足るた‘

門の嘆伝性左提携 <;t~. ~二\ ¥えまq0' 11 i?:むしろ. 邑Z芭Ict-， 人 間 己 討 Lで<

らぺ、る t与のの7a.¥) ~ 'L'・(7)J草L曳千三 E与えるご之にむった. とちっさ E ふ¥¥己し J

う。色沼庁、ームと l手， をのよう尽互者1の I史実牲のことです。=うしたも2ち(0)

j.. i7 =之、ム】に工、之 . わ爪わ以内し3，.主な乞 ， またも佐(<J Tj.わち芭界)e. 

わlH.ïh 収に与えら仇る と主うに芯るの~. <;) 0 ち語庁、ームか.すパ、ての契在 Eつく

リ Tで La:τ50 

わ LtU-DIIIのしるすパ、て tJ.-. 五琵tT'-ム I二 コ 勺 て つ く リ Fて、立川ま '50 ët 八‘、之，~

E昆ザームさあるのさす。(二l.Y¥1::. ，創造神σ1今 B的形態と ehr-.. z:玉三 Eこち，

ぁb，1JI'・-ち旨勺タト山さはあっ ~lt 入。〕

図 2ワ.1..

G~ 布 | 閣内J|
九¥|時(tr:ーム | 

(1 主mft~ム

明
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ち語ザームはわ U¥.iわ爪 σ1生活がま立にそうさあるように宅芭4是枝で、すがち，

ミユ.r~の何殊 7手庁、 ームを色む二 E二に芯リます。 ま立さのー工う広科稗己ー 令昌司、5

5又f三 ぁ~ (;、℃つのち昆げーム芝穐宵ず五一ーーさ当主更にモ~ W ，-，伏~enðeìt\. r手. こう

弄える三 E二に尽りミ1す o ~U1. Z、 fユ.~主 Iユ.ち免「ームモこし之 l手~' のように時

義広烹 芹 Eをg之之 1¥d. ヒ毛えら¥.f¥吾グlCしぶうか?
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伝続的忍建自E手によ五乙， 酔:争 f手.わ milll¥¥.の耳色ヤフ怪ヰに E 曳析するようi;}.，

格別の伺頭、でした。をの二之 l下 ト♀U'I.ての児否決閥均T笠宮の乏え;)をみて E，~ 

色 論理のと位富品乏 b と.11"5主派のぬ埋前提の惹之主左みでそ.回らか芯と

二; z.・ ~ 。をし1¥にた丁して. 2主Iisげームの惹ええ0-， とさつ Lた栴勿|の句J1そや ι仕

宣J屯と 1¥った tテのを乏してわ川わ臥の I"b'nの尽かにま志的ぷっと l芯し";3.¥!:人。

苛ペ‘て E守ち筒げームといっ回初1.:1て 〉立に ら 乏 下 3 "2っと{¥フ C乃ざす。後広ち 1¥

ます。

《 主張掌の肉吉区で I;J.すパ‘てのをのか・箪去 (7Iν3・')之、‘ムコさあり. いか忍

るきの告その尼未知弘を ti-:::Ol¥o わ肌われ爪・苔乏によってをz堂豹幸

切にひ ん し て 諮 っ て 1¥るよっ l亡史文るため‘ をL.l¥i予J・7邑7Kお告主主 t予つ Y二

毘‘之aJ虫色 τ・主. ち台う。わ lt¥.itコlIU手そのさ I¥ ~むしろ. 王立に=lltら

のち乏によって. あ三百活E碕なし之 1¥ ;;内問。))(4:3'32) 

~ 昆併はま女的立法さ:ぁ~"散の喧令の彊語に間隔すそ5252耐の理貝!のJt

tA'、重なめ程類を巴汚1¥0"¥三f三のきある。77(2:16ち)

<<ltl.1角l玄当主くにつ1¥て詰をするのさ Iユ7立<. きq:~ '&:事Eするの之さ高三。

コ少に 2:16の

ζζ きた掌広討扇芯 2あり. したが‘って.. .$環的にいかた弘三ちのにつ¥¥てず

瓜わ 7互い o 乏¥{tゆえ. メ勺訟をき l芯B.&し ~I\ 匂)>- (4:79) 

仁三lY苛に討すき1tt子Il的ち広之し之協，たと丈ほ、.. (2 :.14-6 )芭ゐてく目立 p"

安 29

どこちさ， 20 m伐材7費以来、数 き界の主流芝芯す祷持にあ、 1¥之l民主掌の会

理論島芯茎E歪づけ7ヌ¥ひとつの叩間的尽=子ーマと'(d..ってお、リ志した。 eaM.:toi

LX.主の(票.1}-)集合言角J手. さ与さ"まの菅理にみまわ H¥.fj.したか二を Lれは節目立j

intの々イつ101m稀J:::CJ..って 一応・回'D三立れること!こ 7ユD ます。 d-1=-， この関連か

ら.泣き島信系ザ矛T宣e'.f:.U 7J. 1¥ -tのぎあ 3のか苔かか、雫勺二人で穐封ゴ lrし

合&te[の 平実全1住吉Z理主乙¥¥う'ffi多3徒主主し立す。 ζ二肌Id-たしがにわltll↑コ肌|二あ

言解涯を与え手し l三tト，をの畠宰茂と l示末高写実尽ちのをいっそうのこして J号、くと1¥
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う=とと尽房需しいのざ、すかわ，見文に と玉 、'21手早広はたf向笠酌芯終吉きす。〉

てこ 3が 二う L1三丈芳の左右，~の刷L に苅して川町ω10"ell\.. (/)喜毘げームお「が

Tf..した をr‘高 lみやや伴1喪主主 εのさした骨格!ごよ IIIt;t'， 匙きの境付的民地域をめ

ぐ 3 誌;~(d:.， い手'U-¥1三ナシセ〉スに尽か忍り zセ人 o Tcf. ti: '(;J.ら. を lh.らの τぇ

方 Eこいつの尽，き笠空宇 e， ë民3>~尽の対定作失事的村長) l?cつ 17のの Jうに理

主してあ‘IJ 芝mに古しさち麗しようとす z記号往苓を7J:.Q;eの之して，を史専

1::!宝島しようと L C 1\る ~， Z ， 霞ヲ"2 l\~ から(.・す。

Wi伐，cnstCi凡 f二.J:lr¥.ほヘ者支掌的対長という Eの lユ荏丘し d.てtん。をにき「ユ..x純

粋怠こと I~'づかいのf$.忌ちす e たと之イ干?酌12-ものとして τ、あ trl. い T7、尽き

ま生零á'-7町完という t のを存在し~t:.人し， c ち 3 人，惇PF.えという二~t:.ありま

てE人。数ぎ的!界制送ち，累取L;.理ち， いわ人や県民民色芦71:7..古代、て霞侍 σ1を

切1であるというの'1)¥¥穐め缶詰ざす o 累P'F{1d-.実在すZ わけでlユ五リユ亡ん

たた¥ 1h11¥.HiLllに S ゥ Z 芯間的に棒、寝さt7i~ '1:こみ 7忌さしれてい五といっ号君主7穴あ

るRt-でt;Jihliさ可。

ちょっと?主主すUU~'，の「均気C巧言~ËE干言電す玄志白性J 'tいつ乏之ぢに Id-，

HLιレはJl.I からの浮からね警告替がみてと ll\. 忍ょう己宣わ l.n~主す。間賓の歪花的1ユ;ミ

淳の有無で(あ，て e不思向.1J:7;み1¥7Jo.' ~等分思1;'フた 3 う )1手と-ê. 'b'く，乏の1三事

!エ互いに空くfJ.とう区高しとおりまち。ことに殺老町制¥1.こ潤してら . ト-1u..'v~-V"2 1 の

日無間空きのを:商 品 (193ら~鳴 . IqEA~刊〉一一=I.t\ r手. 任8delのを盟や結ユーケ

D 、y ドミ率向~(7) rt育長を L名タ‘ 本質的さ窓1¥と 1¥う理由き民主主lて〉懐干乏したうえ

ち.集1笥き ι存 1¥し敬三三)の尼時之畏開E.生活せ昇平ど 1¥?平司自勺G:.也宋亭芝前

提にした聞き侍é9 広涜&(￥自主堤)~して J芭N しようとす三軍物さすーーと.敬二

埠=ち色付‘ーム技~の Z五{\R'f:=I二工.. 14¥こつとさフで 1\い尽むの受重の琶~Kがおと

めらl.l'ld-L d-う。この肉実乙色a;e8同玉砕に出亨モこ I¥う作業f7.典同五五=干ーマ

のみ'tつに旦わl-/ì.~す。
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以内εns:te..o凡切を支写=邑語旬、ーム吉免除， きわた‘って頁芦ラト二之ム酌c:-，;;;'り

ます o 千百のような沓掛芯立場 lま lふつう.議官:有隈主霊長とよほ.~孔ます。(号1) 3

んこのよう B立フ去にたっ λlエ， 手、たくのゆ敬?夜ですo)
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「君主苦手」どいう毛O'> F~一一っさ1-')今日台工程ヨ持モ三，高~1ff芝=予，府、隈完色E偽1;-.
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之1¥

さむ守主Rさ弘吉|芝

さ l~う=とにÍëJ- ~ • 

ても事ιき盲 1ご Y 、

民主手ゥに -foさU¥e 1 ¥ ~ r討ちの I矛~ A.. 2合す々、てを .

<:017、ち-m予の主写長fd.-.うこともあリ d-e，) ~ 
設って

の工 t 司直
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高 志11右殺1¥向差足、と1¥うわけで、lユあっ zせん。
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周うニ L.r主

そU'¥td-たとえ口、.(4:196)をみL孔ほcよくわか

者際を

れ l之宮:rして乞';:J.?たく狩t湘(e';7τ・す。

り~ずか，零す E に. 1陵らそをめ取刊の洞実'c.1手って 1\ 三人~L 問[;， Z-. 

の在日段宅己実情し之 e い隠れ1;めを長聞とよんさ‘ 1\ 三て~- t手克トハ力¥
全く倍、差堺市の宇品る o

ヨこいつニモこのd

うさ亨。
兎ゐ!手品7・‘ーム乏~~こ之-".....~.、来私17"庁、ームをするこ工f}'・丘二宋5民，).

すハ、、 Z1ユ珪黙とし之¥¥~のであ玉0- )) (13: Iワ0)乏し"2..

をは'¥，N.‘織をミきわ .1lZ若t'fftfLlZ，4;'リました問、，予告に関し Z三の」う 1二 格j手.
女 31

Wi社1el'¥sIelYしの議品広訟のように理庁X ら此1之いるさしょっか? 本質的に問彼JeJ-.護担ミ雲市，B用ら刀、き亨 p官R主義の 7手でき~二 3 C.あ 3め lユ.論百の存

つ協に逐行wめ を の き 志 Zと老えまし千三。事之官会侍閉じ、た体かl.j'¥.l三 eのさ"JろfJ. G¥tlc¥elの賢建左よく理由主して 1¥7ユli人レ、ャ芯 1¥ 1.フ¥IIW，伐jεゎsTeih. lOo / かにr}-.

をの佐あに代T置する乙:r¥.t¥るよう志帆寺島住を領垣'9

織の立場か本当にいヒ tl=:やすくヒモ .(壱フというわけさ、す。

五ざ|ユ 1吾1¥のき すが、ら，

五零ei思い.
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E昆存わ肌ihIJ¥. ;がしヲて l¥五ょう〉芯，

一般に辞色l手有ほ‘しぐ7a.1 ¥ょう z可。

わ札肋肌lト

?! "広三、ど邑う吾といて.

事長Eフli1¥引きと，



矛盲E切1理してしま之丞主の存のかと、うが l手. 1 ¥ 1') ~" J二<琴え 1忌あ、しとJta:::S-

か.J: 1 ¥が毛t...U¥まぜん。〉
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ω肋[吋の

C切乃 4岳皇戸渇~ '也や予発佳矧 6酌ヲ走忌子住T積首 Eを主、 むのように琴えていたのきしふうか?

育長によH¥I::):'，鈴，J1!:lと rJ-，芭詰ザームに閉す五記認さ‘す。吾語げームに閉すz
Sモヨ~ (c1)問客) t主主言語げーム左右ト的に羽烹す五ように hえd.-; 0 しかし.衿

理 t芳、古語rrーム乏問棄すき Z ラ与ええのき f手，拓Zブあ A'‘亡ペ-であ~ . c f夜 Iユもう

ざし J二う e

「苫努~向甘受.J t手存圧した}.l '¥のマ qi1'ら. をのようだ言説草的知:主に聞 .JろIR.

設とし之数 営 E色ちうとす 3 わけにl芯1\さき三~人 o 二 L札が経~安全\-;;:のように陶

1J-":J6 ~程主主的1ã.廿奪えをぬう>~投系さ、 <'p:> f} 1:こ(¥う〉の忌ら， 芝の 1前提忌を組dt7三Z

a.ための鴎手T.)レー)し'tして. と‘士廿から論理芝ひヲ l:J.oヲ之宝たモこして tラ，N/

I'J-~亙 3 Z.しよう。しかし， をつて:・f手1吾I¥めで・すが r，，まよさ芸や'2.臥"E"la-りたたで

る斑論(註日向) E. 7与にが γ下りつ才 1) ち「論理」で基挺づけ喜ご之 I'J.、ききま

てt人仁志司たく l¥ (f十 E~7乏ない鼠、手十さすお きlユ主主宰令指IJ望をを lf¥.~してあ

ら L め之~， dもの 1手，W[でしょうかマ モニ仁. f-土念的存根拠Lしての，官埼，

生活 .沼17迄八のa.e!i1J '(. ~ ¥ .，壬ちのがうa:lHてきます。

《 論Z型耐温良11思考ちるんく思考琶積〉の表1買であち。しかし， また思

荒す玉之 lヘう習7震の表I雲L<:、 ~2あ三。 方 7喜市ち、三 ~lllま λ 聞か"2::1'のよう

に思え亨芸か吉永すかぺまた，人陪¥Id簡を「思考す三斗 Eこロ平βずかをt

示す‘ といえ玉。>)('7:92) 

<< -.-.. -むのTiEB同毛持主の記号fiie朗人の 1¥lb弘、危向告白さあ三<> )>くワ=

16ら〉

《一一、fd.-ぜ弘が'z.1)¥くー先日向)芝正 L1.1 I宣言魚ざして鼠提:す'ð1.ヌ之~¥う

::'2:この根拠「手，証BfIの r.Jトにあ !..o))(7:¥6ワ〉

<< 証B日:t;， このようにく注)ー メート-/し屑~が澗曜の匁i穫の一部~、2h'3;ふう r=

〉掴|荏のー苦f>O'1手TeトI¥ r.入。>>(ワ:16'2) 
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《ーーーー匙掌 I手むってE人当主写的現免7きめだ一一一 >> (ワ:ヲ号ワ3

<<論理fl91色論と/<f..，あ否格支の長旬lに従えl京、正当化;:J¥f¥ 2.恥、をの正

当セ1手、 f巴の町モのにそ:;f友s.し 1ユい Sうな移り甘ささを 3可否。>>(ワ:3g4.)

《怠.~r手規肢の制E穐昨す否。》け:384)

ここさ、 r習慌」「色白..1 i件 J r引l志-l r人担掌的疫反.J.'理長斗I<J..~切j許

誌に注包してく Fざさ 1¥"二之 l二 「色白...lrgトJ r制克 _1 J芯ta-1三人と下Ol' .. .('(¥.L ¥.tt 

E埠q奇9~ぷ う〉日常で聞いら似て竹三串 fア:注目ヒff!します。

安 33

袖理/;J.. をl.{¥自待とし之島匠さ、芝 5ょう〉忍実年前芯可決序2、l芯怠くで， あ~t\二

~Il の畠音色IJ'ームの昆7生さあき之主烹ゴ \..1'\ d- した。で、弓から‘害訴明 ~cfl t-のを均

気酌に之リあげ吉で~ctã 二'(. rd-. 宅、き 1ユいと走えら U¥~でし s う。

《ちt5げンムの記週三I:J... 二とて、之く誌I盟主に底<).~ 0 >~ (9:22) 

~ 私降、 「論理!芯結高官己主Eゴmえ7'a" ちσである-' ~ t¥うフ主買に z:久

す主主すEづ‘いてい dので l手存¥¥か。室苦を詰る巻みを注赴ぜよ. '2-= 

に帯雨里m琶 取 ざm 玉o >> (9:126) 

むのよう GT倫理t:c .か忍ら'0/'畠話市ームか;、支t¥しています。ことさち静理 E

語り官、':tTd-ぐとも. を(.1".1ユZすむに ， 畠語げームとと tに実現立川て 1¥ ~可。 fa 

理 o喜詰/-f"ームE 基礎づ庁三官、片の翠活Eちって ¥ ¥ ~手て主人 o き担トr" -6. s"， す

さに~にかく畠主主肌て h 三， ~こいうこてか'三万:. ef， ~充、Ij~ φ で、す。
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ごうして.鵠の畠琵t-r紘一ム静思， d-すます託金(草寺〉写の魚のに培注し守いく

ように雲L之まれを以降， ぁ~ 11CT'2!'rJ-.文作の租均主革、ざ、友うつ. 支イt (園高

の/え問領芳子〉かtいか芯 5茎E走づけ T三与えら肌 3手民主せの 1み1¥3.ま富主に湾 1¥2: ¥ ¥ 

玉. ョιtIう昌吉清志記1時三ざ、あリ， 積注A担空t め支持包ざあ三ととt 之老えも υ\ Íð-~\わ

片き Id-あ，)ま τ人o

W市io.時Iルの畠罪主 tr'-l.¥tl命に閉す 5注目寸/γ2f-長縄周1mを整理する芯らは:
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つぎ‘の i ウ に 室 l寸 3ιdう，

D必立し寸cs
---‘¥-lli仙 の_Chorll~ktl 

~唱しYiit?(V¥.s1 c.i(¥// J 

長1JPj¥
...--> Pcl.~L吐 ' 子もL~(μζγ

bLの恰le1m
国ラ4--1

、ChOl1IS匂之の間隔について目、汁，少々注色乏し乏耳、若手しぶう。仁ωhC/l1ρ川1$勺 の 匡E琉

怯の♂γイ何宇打γ刊陪以， 互酔乏6俳勺枕己ι.Wë叩勺ヤの\s-:h~.ìY\.八の咋仕帥苓恥の尽肘かた同存つ汁け円刊ち引m. ð

う二乙ちさ吉芝うで‘1可。 E忍忌む吊ら. ~VI-悦 3(' \1$:\CL凡尽〆 αωぺT) の基率的志発

彊一一耳俣B主活Eうみ7三!可文子主，詰 1)うZことの亙孫子守民生と L"Zのち琵ーを

は1の同闘からの東見づ、什として例了Jレコ、、リズ泊.早々一一-1::，すでに耳慣して¥¥ 

るからさず。Wïtt~-e~\dtl(\'- かこう L た謀説7をすすめていた Eè/). ひとつめ片平

1F聞き苦し札たわけさ，をのI\恥では Ch加1乞kj' 1ユ Wì勺引区!~ï凡内田空~I酌忍弟宮

下にあっ~，だ。宅三ち 3 1-.. ・ (h orn宍j は首長温石限主英語むf史ら沼\) ê 専ミ色~1>>に1竿〈煎

す~~"わ片ですか r) ，荏1宣府、rふ1¥くらむ Eみづかリミ1:e1io しかし .間百ガち毘た

注目すa-ニ之 E三pぎ「りに，今日の主何台之3理性的色荏をす・らすところと思哩の生会

Eえ Zl¥d取さ、，互11t::受盈ず三 Eここ三 17'・あ~'I:こ 1 )えきしJ-)"この 2人のコ々、

ヤの町性の5うい p-.t亡.予古河以上の妄車電乏"Jtつけた‘して¥，くといつめち ー摂ロ末広ぐ

か¥)主連芦之吾之事可，
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こうして， 包琵1げーム)~秩序ゲ líbちの l示 「習慣..1r同¥ffz斗「現況」一

'z:.現在こEれ 3に互リ主主し定。つ志リ. 7互によりe-兎実的~月何であ ~'g琵げ‘

ームち l玄まF-.，く在乞的広ちの>をのモのさ、であラたわトヤさす。このよう怠く

託金的息苦 C乃〉、ち詰fI4'ーム仏本能"2.: Wìt士~e机St\e"\yし自奇「ユ.dr 可;・から，生活

%ft Leb~l"\SfOím L aんZ、います。 ごめ用語ピわ肌it)Vi. Jぷ Hしり~l o> ~Eみ

てと~二 'L c c-、壬~ C'しユう。わn¥.市川 0"・7現にあ、二 7手ク Zしろフて い3 ぜ〉ちの

昨'i1'， この Dl)I(k-hum尚忍いみ志の祉企助事実tJ<、，古文堂 E合的 .iIJ ¥1¥わLt¥.仇思

毒や主(Lj:性?在全匁IIf要のあらゆ ~f昆円u住左うみ医、 す芹良存メカ二之、・ムさあち，主

いわl.tL T:::わIt2"‘す o そ l九1'1-.往生的現実の住E英霊c茎づ'Ztラい いさ・しふう。ゎ
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れわけ¥.(力 E阜芸2きや目常生活 JJー， 二向之さ Witt3.er¥ε;t.c.i.rv切除ずさ・，互J高 σlJ貝主

性としての 1¥J; ~毛巧 lすじめて いミエ可。 芝川プ.，.". ヰーっ之を在三E向 Bち語件(ーム

のまとヨリさあ玉から 3す。
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Eここち吾 ， 日常ち活て今日常生活 I之討すろ巴面モり I"d- 急にあらわ U¥.てきた ib吋

む 1芯 T;).くて ー !手じめから Wi勺Q¥s.iCi礼の訊、持1のた与 S号、 tt¥~こして 9:l;. 3八、、き位置ー

を与えら l¥¥とあ、つ?l 1三。(つ~ ')照fFt芝山で いたわけさ・l手，ありミエぜ J0) 

初頭三tDも空拾の芯かで，.rif..つで'のようにのバら Lnて¥¥ま芳。

《回・00= 一一 (9E{;!呈〉ー一一

E主主童話 lエ人間三いう弔~1'存の一部さ‘ あり . をしてこ刷に為らす~}君

主きである。

日記邑昆17、らち語m論理を亙Tち検矛tt. 2>二工 Id:人閉に l手子司自tz.ぁ

~o 

吾昆f手電建と;玄，哀乏芳Eす o nn ち.衣 '定のタト的有ラ モ司、か写実わ m.1ミ gr~

の形百三f芭持づ 5ニ E二「手ζ、さ r~l\ 0 台Tiik 7三ら衣，衰の ヤト岳守的司、与向佐の

fT..芝t'E認E設立 it"2>のと lぷ全くヌ1¥の目的にT足フて形ブくられ之 1¥ ~かち

z、あ ~o

日常主語の理曜の 7とめO)f[言烈の取り :史的「手非常に捷確であ~" >> (1: 

45") 

4 私 f手自主主の会事的目安R ざ ei正当イにした¥¥F21i芯あ玉。 というの εを

取の正当化 I手百貨モ下さからで、あ 3 ，， ~(1;:却の

徒か、"51¥1三I¥と広 三つをし d う ι-8持ち蕗 llmdA~'~~5prC\ch~ Id-. たしが

にじゅう βぐ八予定存だったtめぎあ Bけ仇む与，論理的零話以件。実宝物?によっ

Zあ王子 1) )こ 主 想 定 忌oのに β、ぐ i./1.(Jろがヲ之1¥:;;.. 1三、かち . 抽象にど広三浬芭イ七 E

大1rf..:t7与いかき、!). をの拘置問偽をつかみとるこ之 l手さき怠い一一ー。 日持軍琶さき

論考♂こを ， ごのようほJÈ!.~1にの主拘きした。そこさ・ l手，わI，(tわln，の什f更す 3

畠誌の白こう政わに. 芝山と l手 z~1国に論F主的g.-æ;県の存在す五二三17\\また-危

C らL.lt てい~す。
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* 37 
レガ、レ .m明理論t¥うの弛史 ft:.. T豆祖(1:;f1<.' ~取したあとむ， をのよう広拭Jト

leド株主呆さ¥1¥て . 日昆言;tg， . 白鳥~;百モ\.l1.自主誌 11'‘ 即 I~尚存在L雪E 缶グ);;.ょっに ち

1)示す o 市閉め埋ま為 0'r手. 8!J主色誌と度理主語との巳);1¥IJ. Tj..く"7'a~ . す八、、てか

喫?ミム1Qf~'.( きをつひてぐさリのち昂 Y' -ムJ::つら尽 z主のと Lて.岡空!こ吃幸三

ゴ川ます o を IH ち lみひ Yこしくぜミ~~TEi tl主 主主言 、いやむしろ . セ県さと守r乙つい〈、 z

いるわ什z:.す。

4与 私「手以前!こ l手'~~己今宮みん1:;. 1.;;" r当 7 てい三国民喜ち主主之、牧、金71;:':豆

安巴也っさ 1¥玉 εの.ヂさっ之民主L，E表視す否と亡ろの甚率的色E三Y二

7ず存1三す 3.と恩コ之¥¥足。私 f手主主 .事 ー のd5至惇ZLについて号，

易ごの孟詰14系につい Zt三、詰ってきた。私!手ニ肌ずち， 芯で

の惹之についで宅壱ラ l広手や固すF尺lし1忌手 lい1の1か7少、¥， 詳しくのパ、 Cぷ主う之 2.う。

定d穴・思うに.枝、?広三E質泊勺にただ一つめ1';!3を，ffiフ2 ¥¥ ~問、 l寸であ

るP をしてを削広田埠ち毘"C.ef.， ~~我々 1三支す- 閉めに.員、~~庁し 1\ 邑

売を史也ず、あきいほ弐、 3be.号?五左1昌司、す3-， モこいう$(， ~1手7み1\o そ

っで昨日く E 主主 喜詰「宗青令が・〉乏れに付宣して¥¥~字問確立を取り玄

「てし吉z:広二'9さにを汎二をまざにき詰~ので・あ玉。)> (ち:61) 

《 ーーーち危におい之人国広一互にす三のだ。可tl(1.1吾妻三見臼一致で‘ f手尽く、

宣活設育研一τ吹t..のさLあ否。

主誌によ玉意思疎亙のーさむに写っているの l手， ~â主主義、のー至沈下さ門で・

rd":7き<. Ur=単に奇妙に密くす eし肌主主¥¥1]:')詣判断の一豆交であ三。

>> (B: Iヴ6)

~一一-TIt羽芝京グ)る堂みに広終点 7穴、7d.. ¥¥ ~かのようちある.だか勺干町四

なき行動楳オ‘乏此¥11"終息7与のだ o >> (9:35) 

《 人閣の行~広子のように記 rt さきるた?苔う刀、? た?で¥包 1::(7三人間

の?守為「てついて， を}代ら 7示、互いに入リ組んだイt ズc::、軒 17ぐっている友f<.E

J芭雪するこ乙 l之ょっ之さあ三 a jちる人か・今為L.~三とヤ， 1国々の行為

さ f手存く，人閣の有あの吉孝~f\.の全停が:‘ ' す芯わちわ，.~t\. わ \-r\.~'包セの行
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怠1左 モの下にb いてとらえ否菅畏折、わLt¥.わけtの判断. fiえ色. R応 E

決'iÈす玉のでて ーある。コ~ t9:ヲぢ2)

このようにモこらえ ら1I¥.五二工に i"d-フ T三ち弘ザーム「主 をLれを之らに宅11のそのに

よヲ z設問した')根立つづ‘門 1ミ ，)(S， 吉三 Yこいう t ので，r手7さぐなっ守しまいー た?三、

すさに=こにあ勺てし吾、でい i:>"Lいう端付自 T主事案Tきとをの eの℃してのをE

~わしている，と手千五二之内・・ 5 さ志す。

* 38 
ちZE庁、ームの琴 2乙大 f戸 当初7tみ Wi比;ぐハs(<:iル 7ズ自令の弓妻乏初除lの豆、ち 包

li'a 11' i;弓て・らすために二てさら問¥¥F-P-'/寸の . 1宣言宣政与敗色と色つでち l¥ 1 ¥ょう

f吾 6 の~， し R。しずしをは¥(d-..恨の思常め1J.7J' e:‘去、んと、人膨ら人さし1'2'いに丈

:f 7手探何き占めるように7ユフ 2¥-わき，とうとうし手1，にI'J..-TR())豆、理全性 εち肝

二人さし手ヲた. "t t-ちえます。主主語庁、ーム fす. を肌プ芦・紅毛主的存tc乃さ訊 5と

いう実態"E1註匂t:::81:¥写プ7'/こしていくのさで可ガ¥乏うす三 Zつ 1¥1二l手「ち注げ‘ー

ム i というもn、めも ~fτ 「下限手つをら守 r t:王活形司、斗 r有 野1帯、式J 'l:こ同~ ()....甘

えち 11\ たリ七<1~ように TJ-. 可さゆき z す。

わ仇附仇Id.-. をの J二フ存性活形示、の 7 イデ~ rに .Wi勺ens/teinのうぢに這

む Pμ;"J:heìTl1I~才の ~Eみ喜二之をさ‘き言力、と思います。たとz. ~~徒会 7主や集

合的怠主命に閉して、厚と人と、 Dcのk:heimt三千吾返す 3っき‘のよう 1三喜四壬1更し

J; Z~ こと ε で ð d-. τo

《 袋、人力、の/久丘、と1庁、ある一つ内室図 Et;ぢ， を町¥"E実r=n二移すのだ

か ， 徒主専の一人一人広三の草図をt7って I"d-1¥忌¥¥‘ Y二いうこヱこ芝廻民

す喜二乙11.できた主¥¥7てろうか。このようにして，政府)'J-，捻一人乙し

てを 7三i;;r1\ 主図 E~ちう~のさあ"> 0 ))  (9= 193) 

主悼の政念ひどち~t(ーム巴ぬほ〈士山たこ Z二，苔垣rr、ームの寝重きが仕生駒忍 をの

さあ丞二 X 、 E 乏之常t!~ヒ. このように 集合的忍混在があ三(実色的志〉主

1"$~結点、と主張ざ山~ように彦三の lユ もし三当尽さしよう。
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芭専向i~経と~¥ :えと宮警的&-~英廷の栴靖之計とめまí!:ん。Witta(eれぷC"liVtd-， 

活苦酌?華経、乙いうち語げームのうみた・す怒庭的，

* 39 

ヌ1¥名z，、しがTa-I ¥の与す o
芋

Vむのような 11¥'rll 11;眠、と箱ぴっきつ玉きしよう 7ブ?宣言ト-r-ム詩|ユ

信事的守宅々孟σ1 芭免許Tρ ームの王曳町!ヒ?主わ!志門 ~I ~ほ: ，忌ら ι

(;..三かJ え勺ご.

哲笠向懐足 IJ-.をして(註念拘) J買'交をすべ・ζ下旬片f亡すわけ~jh~L のし三畠昆「ームモ二¥¥う理解早，

官舎!f9慢足E支える喜昂げ‘ームほ:J..E.立ち!こ，1¥乙・し2 うoとむ照不酌s-批判iか";}jちeヲを二台、弓，否合色?可の 9ト音8のように β、五三 l'd.す o

苦し琶f主的儀毘乏 7言りたてい三のき"00 自信之島詑というち詰げ‘ームにお O¥・さ 「音二うしてち詫ト1"ーム諸国.と I\ う T三士号í8di-た~ヲているようです。ぴか iれ~.

を E、乏t巳せ之れ る担白1 ずら主主うよう広‘散乱しきった思考か" ~ ~ '2こす1.1"-fd..'. 畳古今主主:田両主義へと孟起します。

フ手リヨ Lれ rJ・，~ ¥ ¥ ~フわ円z:. す。l侵昆という堂みを維A売すろ二 E二'Ez:.、さ7d11. 

ーつの芭吉'sI-r'ームに葛ずる=てガ、らプゴ、一つの立イに全信忌のさあ言。〈ぷ
L者T1草月E宝埼て lユ兄117d左京、 l亡ぶ、て

で f手あリますかう彊守的~~症の外国八三尽ピ人と'f友けでて b リユ<t。

つミヂのよう i'd-E.のさした。

こうしてf定{(f.lケしe-1烹足さ l志あリ立ちんa

>> (10: l42) 

T'100(立の出誕点 lユ
<<. " 一ー 要為った島付に 1手全く要Íð-ったげ rム折、何芯わ ~tt '30 ))く to~ 14之〉

て奇才片1る o 一一ー(即日芸人閣の庄:百世t.ずの変化によっ院付の手高気は.〈ま

二こにひてつ小平かーあ三といフ二百こ'E~'þ"知って\ ¥ ~のさあ出rJ:、《
• • 

、，J

をtt¥以併のことにつ¥¥之 lユすペ‘て芭の主莞 E認めぷフ。 >>(9:7) 

マ く尽くと tu乙つの雇実した I巴;?.~二 I子t段展論芭に坑して穐か"rn:涼しようて

を Lて人警ミ1J'

自動車に電5習積を β、E

之思っ之許手。 >)(?:119)

f定i宣す玉ノ自著η互の f主用f}i.‘ある糟ω高気E、誕生立で，

合Tかの毒芝の結果乏して，

二の南町をおす‘らう.

u:茸17、m隠因から，

下三び主主てるまさ¥

f建思産手ミて lz:. 二 ~I\ E 足が・がリといっ事実です。B日常的知孝弘、が's.tt守玉、

出琴e:.rJ..s'否 Cろです。1世の領.~E :r払 lイ‘五パく，

Wi納戸11s:fci"へ

伺モのか l二墓石蔓づ‘けちtL吉芭'1"ームlま信l-c-めか E差Eをヴ|寸 E乙¥¥う二 Y二!ユあ Uし

eちこのよっ忍句説、が.軍事~ß:;{7C7lさ存竹之はち\\ ~ぜへ。t<ト，
司令・

a') ですがち，全ζi玄室台マでヲ。そのい:みさ I"J ， lれ~之\\うこと 7ずありまぜ人 o

Witr~\奇心代間‘

二のたし b'r:;;.二と'E.1由 か 芝 削 レ メ と た し か に す 三 ょ っ 足 手 伐

たしか's-ニ乙でしょう。二こにひ之つの手7ゲあ三の I<J-..ちん.をll¥E工回 3畠しようとす ~j呆ちに Ið .ち色毘げームを環止し t り受隠し托リ

取肴l し之 l\~ め IJノ魚市さで三、こいフくた X 之Uよ":1)捷m.!2(わ、 1¥色危げ、ーム )E色I!哀し詰ザーム

介'¥00 r:ぞか'l!!;; 1.ス・いしていち二之さ'90をか、 r~Þ:す E 之，人 fユと、のふう忌匹l々 のちffiIT'-ム。をのd:;， t二万 u¥J:t' ， ことに厄'3.1ユτ-さ‘可。

sts /i'ームー胞の件八弘主℃Lたた、し.也五二之が〈‘ででr~ C'しエラ。タLハも，

「私日を

事さ

ム -7の箆り lユ

L十'¥E切ってい三斗 Tこいつちg司で知干九した e 二ラにある 4 ))  (ヲ:131)

私);J.こうきれた " 0 ムー γ!ユ

ひ LI手を U¥.C阻リ之ro.l¥L 1¥フ主莞に，

7責t穴、阻フ'2¥¥芸 Z士写長す三事'E.

《

〈主

色合あリえ 7ユ¥¥同、ef・z..す p)

~， uï.尽む 1貫主主人担~ゃ主化の長器事'L. l互

実にき記くほと、です。

fのよう TdWi討J-cns.tei八の理解t".

い;写えフEちあ 3か Iet-， 

I tうよウ Ioト二三土!手，

ってて私にでたた、を IA¥.I手ム -7t二X ヲ之，広岡フ之¥¥ ~のでは 7ユ1\"，

ゆる7T"・ぬ互理Td-のきあ三。>>(9=4.1ぢ〉固執，
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2S話附ーム l手間tのにt豆良づ.門らLr¥.5.いちのだ， このよう E 夏~ちひとつのこら守‘探:脅 し玄否二三位 ζ、芝 ~trいか7J.~ If袈辰t-.ごの二之とちいました 。

~実モ¥.f¥と事Uf豆に.う長足と I¥う如17註o lくlユち誌庁、ーム lユ.Z いうの l手.人口若草酌 1ユ問、需のい訴を支生た鬼旬lさてEてしきいき主Witt.J<4'¥5IQ.lh.ノ

宮阜酌怠惰廷と~ \う診のに片す三決定的~5主P'\，

OJTa-かさ，妖、，

1手存ミ駒をうみだ0'尽か T~いからさ dj 。
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í~(/.) 最E見尽のノ ートモヲ、
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M∞rε に対す~n:て利の志1>'に (Ji. 3 二乙-tJ;' ~ :!三ょうさ・す。

す。

あ~，



<< -~の夜間 ρピあるから二をひと尽足うのきあ2i 0 問題早，立の疑 l¥

tJ<.， t.~のようにしてち兎ザームに 32 入主1-1\るのかといっ二之官‘ 。~ <.9: 

114) 

〈忠一一吾詰「ーム段、時江亨る に lユしかじかめ二~ tJ;' ~色対 l二患い E ij:乙れて

い日門 H¥.口、芯ら fきいと， 1固でさの主弘会についてきで〉こどId-c:‘~怠 1 ¥己主う

さあ ~o li肌否、苦、長、W¥~乙て合T 1;かの格段偽思þ:軽い~ ~U\ て I ¥ r;;. 

l寸 L札 1-;;:・Bら fet1 ¥‘ヒ I"J.ち之3."<:あ 3ぅ。>>(ヲ:Iヲ0)

〈与 私か子手ざ}仏恩'T;:;.ら s.¥¥c7>1ユ. 足 I¥ I三E'?こl¥iiTqモεぁ三にしてE;-.平

ぷ事さあ玉ということだ。き言語庁、ーム印可提性 l主主主れう玉 Fのすべ、、

Zt六足才)~rl ~ごと E 古Íi l呈して Id-. 1¥忌 " 0 ?/ (9:ヲワ〉

《 私tJ.-宰当にち 1¥た 1\の I;}.... き$ä~ーム Eこ\ ¥う tのlユ，じてが闘力、主

信頼す ~l泉色 l亡のお司賞Eε‘ あ五と 1 ¥うこ之夜、d <.私fユ. r-筒7う、を l百号更

す 3::: とか、ささる i と lユ色わ D かった..)~(9:12'7)

《 均訊、の賀廷の夜直1/J./f(託、1::'あ玉。>>(9:94) 

このように Wi勺♀tl，，:toル広， ~最短ピヌ干し Z Jã1 é のをち封~\!:ホただモ恥が一

阪陶器舌く拠 Y二¥¥う宮、買にを定立似て百五しが 7三い Eめきある二'(.1::.. 示す句で

す。

、. 
4ζ 京入の芭穿~1定r.:l.，私か・・その正し::r芝市苅程、し 7三 ti、ら求人の E のにTJ.っ t ゎ

けで l手7三¥， c 払 t:J:'I曳にモの正し:rEm孟色してい a't.¥¥?工空白で‘モ比1

問、払の芭界~で'あるわけち宅三石川。二I{\I手伝統として更けつ， ¥で、暗黒

ろあり，荒ふか互芝居込をE宮11守宮の t二lt¥に積lフてのこ Eこ阜の Fさ。>>(9: 

30 

* 41 
苦寺酌慢足tス主要量乙したよう丘、昆完三と E芝生定之の淘抱けF銃犯〉という問題

tJ... ち語とt県とめ t宿泊(夕日防b) 八三 ])'21かえら川手し/::。しかしこの調和

{;F-， ち話三芭弄¥-'t.め件間1ヒ合Iらずの 1包ち守あらか ocY>1家誌亡tl.h之目玉， ピI:J.茂

し-Z Wi勺£れごす'e.t1vエ老支ま ttんe むし弓を肌尽・保)iE..:tυ1三必零のQ.IIζ3・

す。 き語[けのーム)t.，厄， 畠毘と巴黒と E調和したとのとし之つぐリ芯をうとす

五， わ ll t.わ lJu~ 営初日のさす。?走フ Z. を lt ¥ Tt;抗日幻ず亘理由 J::'， (こと I"J"εは

どのぷうに.しでt;)聞いえマ'~之え己 \' tめざしょう。

《ー一一きEちか・}主)'ezと E邑訴あって 1¥~ょう Td i:L. -Xで人匂か:'[-守彦"ず三の厄 Y士、

うし Z 巳のがノ私 J~ 知フていむ I ¥ o 

意味l手五当にたた、話のf空局という二之にた‘けあるのか。支坑と 1:;、

この~閉がt:Ë;b 定日包みあう， をの f工大古切さ Id.己いか。J/(ヨ:'7の

《ー一一思支ろとro..哀の調租たユ畠詰切立乏の向に見弘之l(¥~" ~ (9: 196 ) 

書蕗ザームという注主的寄生日， 思考とm.主之の同大 Eっくりだ可装置芯のさ・

ず o

ニうし之，歪寺吾 Eこし之の Wi t¥} e.t 1.:d: I:.I凡1京、芭蕗げーム誌によっ之告さきにひ℃

フの余乞止符;E:~フモこうど企図している二之 t;t'， よくわかきと~， r¥ます。

大 42

二こす iト高を討許zしエう o ごの l川ちlef.，岳写者否あ~ Wi比Jen:SI'c.i九乙わ

肌¥.fJU¥. (社会日堤富〉との匡寺乏をはかろっ℃す三らのさす。

われわ lH.主主念写匹.ず夜(害警〉の色白(ち注旬、ーム〉づから‘!合11::.くみと喜八、.

ð. T与ので、 L ぷうあ、。宅ろきた与毘Ã( のえ/ 文二千ム)、往生、~/d.ñ~ lのラ之 i ム〉を

熊EF\す~ ~こちえましょう。ここにあ、をらくすパ‘ての美主要がすけら lh て耳、り，

ご以タトにわ仇わ Li1.eヘ?で23ちの l志あリまで人。

ところ 1j'. Wi比S-1lY10'A{.¥'凡にJ.tnl手¥ 豆、~ Ls誌と lユ一昨1::1忌可(羽砕す喜〉

寺内己、苛)士山に>+'L7. わ肌附コ ψ1悼、 千干為と色蕗 2こが.相官Pしあう志のきあ三

二乙'e..仮設的ヒ主突し之 ¥¥d:<:ぢι〈 畠 蕗 〉 派 社 主 学 )0 このようにええ~r;J.

らIJ.:'， この臥たつの ?/OO 一子ld-. ち誌を坪間工喪主こし之.

思実ZZ主主m~1守為 (今2-1)

のよう怠ふとつ忌げ りの‘星型えをつくっ z侮ぴ‘あうこ~ tテ否:t~ tム苛、Z.<f"町れ

わ山の日時三の 7a-z子会， この三項民主昆晃しあコ之 y\~ のさす" c.二のf0繋ず，瓦

英のく畠詰〉にあたリます"') Wí比5巴同友「ハ lユ，二Iit~. r畠免庁、ーム斗之し

之百J主t¥たしました。
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('1-2--1 )にヲ王立 LI¥"3運開のI<J..りたら I:J-. 当初J"d-. 芝山 t戸~. ~のタトる 3 号室在1果

とある閉症 ~íミゥ z J) ~こ Eこををの mr.zn にし之レ\~.;r~ に，厚lz Z¥¥ 2J、Lた唱

しかし，ち語ゲーム拾の患者私:t明らかにしたこと惇， こめ連照の忌リたちが喰

L. Z をのヤトにあ~t!::鼎与'C'に f投ß し志いこと， λ 閉め .1P.自怠 I買裳 E 形フ、ぐ~~虫

白色衣存であるという二之さす o ごの白惇酌E衣存互主で庄、の封麦、二して持℃う

とす三めか 恒主主市首0-のだ乙ちえなしょう σ (すく芯くと tくち活〉派社全

~f手，この自律的7d=té芹の季世 l二 社全之昭氏に1匡す玉事事~Eみとめ三ように

主烹しています。〉 このように ， Wi勺εnr1ei八のき語ゲームの主烹1:>-， くち売

〉液在生き吾川し任去の討号雲間路号明、の鮪れと浬鳴するこYこにとまっ之. g t¥ 

に付芝竺f.かにし 玄礎を固めよらうほす.~.一ーすくむくと t 一良したと之三 fd.

をのよう に息わu'¥たとし之 t平胃、路l"dありまで人。

しかし二二に Wì此~ol5teí凡の丈ざたL賓が.''f"i裕ト (i ら1-1\て\\ ~ことに，わ出向

肌lユよくふく j主主‘しTJ.l'わけにlユハミ?まぜん。 と芝主 α霞l口J.. 畠3詣吉げげ、一ムσの)馬モ千

存U占韮乙zさ:.1:.色う斤斤、さ ε仇 2さヲ予.τ可吉。(喜昆汁ーム誌侍， むのように日日常E路誌に毛

ペ今パ、 tt'[ J..とわリつ¥¥ Z きて〆 ~~1 をの ち会1 室を 包芯しにしてしまう . という

盟芸八.、さf乍聞をもっ之いま巧 o) 穐がわ Lイリ')U¥.ε むのように胃にか li三めが，

見之み手しぶう。

、. * * 

3誌酌にちって，ち色げ F ムにlユくタト>氏、ありま司主人，

ち語伊ーム巴 f三，いくつ E 的空間が・ ëY) り立す。おれらは互いに . ~核的明札え

によ『才栴t.;;i'l.h.，九県のあいまいほ一系到 E朴正ちグ〈司ていま式，をの全佐

E琴え 3二乙に I-;J.‘1¥みがありきぜ人。 乙Wi肢3e凡s-Xeiル師、裏金持1に批判的芦っ

五こ之を，思竹下三しさ<同、ゴハ。) 主語 t(-ム (η 全管)にち亙己、き 5ち誌と

いう乞の I<J... ありまぜん。邑昆ゲーム{;J..三ちのに邑写したり. ち誌げーム〈の

畠~珂能1住吉と孝之たりす芸之\¥うの ξ ， また改めてち~'í'-ムにかをき‘乞ら川ま

み ち罷ザーム乏 E主主しようとす三どどのよう E誌、羽毛.主主以自与新しいち芭印、

-aC::、あ 1). 喜活げーム怜!てよちてすきに予定二nn.て I¥たこ乙で‘ 9.> 芝山ゆ之

pえって ，主主主ザーム論の荘当性芝草ミ奮さ苛五布専 Z 芯リミま官。

ち詰伊ーム l手， 作史民今な怠t画‘f-ce司書ぞとし存円、 E定的自侍酌芯損買1¥E:色も
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のち， 言~b"色げームー阪にたT 急自にちょ三尽き玉葛 Eちは、実在è-き主主 I \の ~す。を

は℃ゆ之 Wï民~en4e\れ思， 喜琵「ームに閉す三理1偽'[1¥うちのの舟江をあc-e0'd. 

tん。 1慢t犬、をの苔iまのと‘こにあ、¥¥ Zち〆 いうが芯・われわ lれが苛1得すミ~d:う βiz

誌ゲームと戸tl す ~d. と手フた摂旦~:Eýt し Z い TJ\\ というのt;-，事てはをの1t.. 1 ¥ (S， 

"9。

畠音色ゲーム l手併をtたヂ，対 実 的 ・ 方 法 的E 意識、かをのタトに hっ乙いうE，f，t巴

E一方7?1-とめまi!'.ん a をの 1¥ Ji-号、こUl fd.. . 巨大吉〆l戸~ícα 運動否J) 3 t.. いうこ

とと号きまし aう。一一一二此/'J，普天芯二と 2・ 可。(すくちくと t ，ごm.~ë'

の)官掌 Jdすん、 Z. 主/1きの II'T1'c Iこtとづ、〈対主主1;p¥、としで. 色ら~ L~'‘可2.

し之主志した。下工会主E璽7最1をくJ+fとてようとすきわ L礼町 IH.のき司.み!てして C， ひヒ

ます:‘l芯をの Jう1d.宋L掌のヲ1¥r二つら 7三三うとす ât のす・ ~o 乏してわlh.わl}l!J二

肌d:-C'、に‘高苦邑町一ム持こを.宇土全ををI..t¥.とし之あらしめち粕阜の校存主l手 /1

2ちて~号のである二とを，;m主主ー してきき\... 7三。 しかちを山rd-， く宣告>)経治志

望知れ仇Eーにす三もの厄のさす(~ (4-2一生))ロ之こちかむつ二¥¥，この包

括げームのfl-tlk 理済的に角靭伺しぶう Z す~ '(， Wì仕~en:steìヘ 7ヌヂ守寺 1三立ち-jS、

工か'".> '2喜三¥¥d:可、 JI~O'Jしようモこして\¥ 2;こ 'l:1ユt¥おか.后い， ち主主主作、ーム E

っか~えを汎につ，¥之語3う Z しさ ε，畑区芯めた、。<::1 ¥うこと l才， o、うい

うこ之さしふうか-!Q3領知的にみ Zたち誌げーム筒乙〈くち話，>7fR)全土釘翌

静の間隔Jd.-， をの果、王室闘がら付主しあうちの否忠、 2. 互いに付を丞定す舌

二L1ユしに IJ-畠今左主張さき7a1 ¥ ftL敵「司主s-のさしょうが?

=の苦&-祉をひ霊協に之勺て3十札口人 ちま芭ザームきらの寅一一I"J• わたし E

長丈絡の阻要る にヨ?としいれま可。 くちま邑〉来社;急掌どいうひEこつの主戒を稿現

す三わたし Id.， もろ否ん，紅金的現実 E島問す否社生理簡を突きた 1¥ので Q.. 

~~れには，上並の宵頁乏.~、のようにかして . 調停すð 'f;J. 1) 克~す~~主リしí:J.

1寸 IH/正、なリミJ-1!:ん。あるい 1'&すく 7ユ〈之1:..~ 主語げ、ーム鵠1の喪に b うにかして

対抗し，を二芝空破し7d-門I.f¥.r;r.'，{f.ワミ手芭んo 二川I:J-，存ま存がグY作業言、18-l=1t可

か 7三1¥だちうと莞i6.立しれa.す。

r言語市ーム簡琴』の=こ;j.e!iの鵠必 f手， ー渦4ラ畠づちの由主主成主 1手いd-~C‘ 

ち， Wì廿.~~れ式ëïyしの育申左路Jtっけにしでた r 吾二 Z かささâ'-し巳。しかし.

ここがら昆のきぬ起("j:. 白子守の何色を「手っきり Zさせ、ち昆ザーム輸の震と対凶奇
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す五ようにし之し台、， 訂1ì~ ~こは B りま τん。 芝 ~t\. I手， をちんて年Eすす討てレp

く Bら， 乏I-rl二を白Jf.b‘三の T守官1、グ)(をコヒ広三 l志耳、です。 で二さ‘二 U¥E ， 
ー一
~ ~ 

~で、 言ミすすめてきたちβデt <::. 1-;;1巴完1¥しで， rEt詰げ、ーム論毛 i 司巳唱とし言、し

ょう。

=二 t7、ちちを~掛 Z. 8i苔刀、"~'.，( 1之つブくめさ7fi1六二 四立ゴぜて可w存J~こすヨこと

1::: しまし任。ひ乙つに 1;:1ら， ごご吾むの白ユ今17'・ す言、 1二令~~ゆだ長く 1吾リ芳三?とい三、

というこ之if-，.Jらつ2-す。 また， 主詮げーム持1に砕してrJ-.i1! iíft'~:Iたヤヤ号1ヴユ高怜

E三i得1して .~I) こJt Elì 'L 1ì うごと乞ありますロ B~事の鵠1旨に問し之 I-:J.. . iミま

T子厄日事Eつl寸之/"d-"J7;り2--"0111"， 括的てhリ立てT人 し ， 静e.c，乃組制三て εtしか

わ五イ7、&il"コ 11、リ ~cr人 η、ら ， 二ニさ、予ヰ百す aごと lユょしてあ‘芝まち。 巳駕J実路u)

民団にク¥¥て{;，未定~いう二之にし之あ‘さ手しょう。 (t;λと、 淳之は61矢〉

B 
(足I1 唱〉

、
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山
県
つ
て
な
z
q
古
代
F
b
守
戸
、
ミ
古
E
L
b
h
h
、
旬
、
、
.

R
Z
~
町
、
旬
以
を
出
坂
.

悶
月
小
学
校
教
師
を
退
問
判
。
月
末
シ
ュ
リ
ッ
F
が

オ
了
ア
ル
F
l
ル
ヘ
来
訪
し
た
が
既
に
転
居
後
で

あ
っ
た
.

伝
l
夏
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
ヒ
ュ
ッ
テ
ル
ド
ル
フ
の

昨
日
道
院
で
問
団
丁
の
助
手
を
効
め
る
.

秋
一
番
年
下
の
姉
吋
刈
刈
川
町
川
川
ベ
刻
川
オ
寸
叫

対
刈
)
の
た
め
に
、
ゥ
ィ
l
y
の
タ
ン
ト
マ
ソ
通

り
に
邸
宅
を
建
築
(
当
初
は
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
と
同
国

姉
、
完
成
に
二
年
を
要
し
た
)
。
ま
た
、
友
人
の

彫
刻
家
門
叶
川
叶
川
の
ス
タ
ジ
オ
で
彫
刻
に
い
そ

し
む
.

一

九

二

七

年

三

八

才

二
月
下
旬
汁
斗
川
オ
列
と
ス
ト
ン
ボ
ロ
邸
で
初
め

て
会
う
・
(
以
後
シ
ュ
リ

y
F
の
友
人
達
、
外
J
H

イ|刈
4
ー
で
刈
ベ
汁
づ
7
、
引
汁
什
外
川
等
と
も

会
う
よ
う
に
な
る
。
)

一

九

二

八

年

三

九

才

三
月
設
学
者
戸
ラ
ウ
ア
ト
.の
誘
演
を
庭
く
・
こ
れ

で
再
度
哲
学
に
専
心
す
る
気
に
な
る
・

一

九

二

九

年

四

O

才

一
月
末
ゲ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
赴
く
・
研
究
生
と
し
て

登
録
・

六
月
『
論
考
-
に
よ
り
学
位
授
与
・
な
お
口
述
試

験
は
六
月
六
日
に
行
わ
れ
、
ラ
ッ
セ
ル
と
ム
l
ア

が
試
品
判
官
で
あ
っ
た
.

六
月
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ

ν
ア
ジ
よ
り
研
究
費
支
給

が
決
定
さ
れ
る
.

七

月

ノ

ッ
テ
ン
ガ
ム
で
行
わ
れ
た
マ
イ
ン
ド
也
会

と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
協
会
の
合
同
学
会
で
発
表
。

原
稿
ば
『
論
足
形
式
に
つ
い
て
』

(
h
o
器内

河
内
・

幸
司
E
S
ト
3
3
2
九
、
。
、
ヨ
)
と
題
し
、
『
ア
リ
ス

ト
テ
レ

ス
凶
会
年
報
-
(
』U3
2
ミ
ミ
ヨ
ミ
与
、

〉
コ
見
ミ
ミ
言
、
喝
九
刊
号
な
さ
-
ω
z
宮
古
一
作
ヨ
n
z
ミ
『

〈
o
-
Z
3
0
・
』X
一、
g
M
七
じ
に
収
録
.
し
か
し
当

ウィトゲンシュタイン名守

E
E
学
研
究
所
乙
勤
務
。

一

九

四

四

年

五

五

才

秋
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
一反
っ
て
い
る
・

一

九

四

五

年

五

六
才

『
留
学
傑
究
』
の
原
詩
ほ
ぽ
完
成
(後
の
同
惑
第

一
部
)
、
一
月
付
の
序
文
。

一

九

四

六

年

五

七

才

こ
の
年
の
初
め
、
講
義
一
井
関
・
内
容
は
心
理
学
の

青
学
が
中
心
。

一

九

四

七

年

五

八

才

豆
ル
悼
み
前
の
学
期
最
終
学
期
と
な
る
.

秋
学
期
休
肢
を
と
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
旅
行
、

次
い
で
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
へ
行
き
、
ゥ
ィ
F
ロ
!
の

片
田
舎
に
住
む
.

一
二
月
一
一
一
一
日
教
凌
退
任
・

こ
の
年
か
ら
四
九
年
の
、原
稿
が
『
哲
学
探
究
』
第
二

部
と
な
る
・

一

九

四

八

年

五

九

才

春
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ス
ロ
に
移
る
・

初
紋
ウ
ィ
ー
ン
へ
旅
行
・

一
O
月
帰
途
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
二
週
間
滞
在
・

そ
の
後
ダ
プ
リ
ン
の
ロ
シ
l
ズ
・
ホ
テ
ル
に
滞

在
・
著
述
に
励
む
・

一

九

四

九

年

六

O

才

一
月

発
病
、
持
疾
患
・

四
月
ウ
ィ
l
y
へ
行
き
、
ガ
ン
の
長
姉
を
見
舞

う
.
叉
、
ダ
プ
リ

γ
へ
回
収
る
.

七
月
マ
l
コ
ム
の
招
待
で
訪
米
・
7
l
コ
ム
や
後

の
コ
l
ネ
ル
大
学
で
の
同
僚
違
と
討
-
論
・

一
O
月
イ
ギ
リ
ス
へ
戻
る
・

山
崎
秩
ガ
ソ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
・

一
一
一
月
ウ
ィ
ー
ン
へ
行
く
・

な
お
、
訪
米
中
マ

1
コ
ム
に
刺
放
さ
れ
、
ム
ー
ア

の
二
論
文
『
外
界
の
証
明
』
『
常
識
の
宅
設
』
に

同
レ
阿
川
崎

t
sき
は
じ
め
る
・
ハ
珂

qコ
副
制
.

ま
で
書
き
続
け
ら
F
出
川
吋
州
司
l
乱
闘
叫
吋
碕
実
包

65 

;

・r
r・ド

・・

i
k増
産

1
十
!

!
l
t
i
・
v
・
-
r
t
'
L
1
0
ぺ
・5
2
日
ぃ
fr
h
i

n

日
は
全
く
別
の
内
容
の
発
表
を
行
う
.

九
月
以
降
翌
年
に
か
け
て
の
あ
る
時
「
異
教
徒
た

ち
」
と
い
う
名
で
知
ら
れ
る
会
合
で
倫
理
学
に
関

す
る
議
演
.
六
五
年
に
公
刊
.

休
寝
中
は
ウ
ィ
l
ソ
に
戻
る
が
、
こ
の
年
よ
り
ジ
ュ

リ
ッ
ク
、
ゲ
ア
イ
ス
マ

γ
と
だ
け
会
う
，
(
こ
の

年
一
二
月
か
ら
三
二
年
七
月
に
か
け
て
の
会
談
内

容
の
、
ゲ
ア
イ
ス
マ

γ
に
よ
る
速
記
録
が
『
ウ
ィ

ト
ゲ
ソ

シ
ュ
タ
イ

γ
と
ウ
ィ
1

ソ
学
団
』
と
し
て

後
に
公
刊
。〉

一

九

三

O

年

四

一

才

一
月
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
の
フ
エ
ロ
!
と
な

る
.
噌講義
を
は
じ
め
る
.
〈
こ
の
時
期
の
講
義
内

容
は
ム
l
ア
の
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
F
イ
γ
の
誘

表

一
九
三
O
|
=
三
一』
で
知
り
う
る
.
)

一
月

震
良
の
討
論
相
手
の
升
4
4什
珂
矧
e

一
一
月
二
九
年
二
月
か
ら
こ
の
年
の
五
月
に
か
け

て
の
草
稿
を
も
と
に
、
夏
休
み
に
準
備
し
た
著
書

『
哲
学
的
考
察
』
の
序
文
を
書
く
.
未
完
成
の
部

分
も
あ
り
、
改
訂
を
企
て
る
が
、
他
の
著
作
の
計

画
が
生
じ
さ
二
年
七
月
)
中
止
・
原
積
は
ム
ー

ア
に
託
さ
れ
る
・

一

九

=

二

年

四

二

才

七
月
『
営
学
的
文
法
』
と
題
す
る
著
作
の
計
画
を

抱
く
.

七
月
後
半
|
八
月
初
め

η叶
付
外
川
倒
『
剣
樹
凋
』

吋
つ
け
寸
d
イ
A

唱
を
書
く・

一

九

三

二

年

四

三

才

三
O
年
七
月
よ
り
こ
の
七
月
に
か
け
て
書
い
た
メ

モ
を
中
心
に
、
年
の
終
り
か
ら
三
四
年
の
は
じ
め

に
か
け
て
『
哲
学
的
文
法
』
の
原
稿
を
準
備
.

-

九

三

三

年

四

回

才

『
論
考
』
の
第
二
版
発
行
。
部
分
的
に
で
は
あ
る

が
、
か
つ
て
の
ラ
ム
ゼ
イ
と
の
倹
討
が
、

T
グ
デ

ン
の
改
訳
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

七
月
マ
イ
ン
ド
誌
編
集
者
へ

の
手
紙
(
F
2
-
m『

司

自

d到。
υ川
刊
さ
れ
る
・
〉

一
九
五
O
Fキ

一一一月
末
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
・

四
月
イ
ギ
リ
ス
に
戻
り
、
オ
フ
ク
ス
フ
才
l
ド
で

ア
ン
ス
コ
ム
宅
に
寄
寓
(
翌
年
二
月
ま
で
ゴ

紋
ノ
ル
ウ
ニ
l
に
友
人
と
行
き
、
五
週
間
ほ
ど
過

す。

一

九

五

一

年

六

二

才

二

月

ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
移
り
、
ベ
ゲ
ア
ン
医
師
宅

に
寄
寓
。

四
月
二
七
日
夜
、
発
作
が
お
こ
る
。

四
月
二
九
日
死
去
・

一
九
五
三
年

『
哲
学
探
究
』
ハ
可
」
phpu句。、
e
b
r
与
穐

qミ
n
z
=
n
b
E
-

官
乙
プ
ラ
フ
F
ウ
ェ
ル
社
よ
り
出
版
・

一
九
五
回
l
五
年

ム
l
ア
の
・
・
5
2
同
2
2
-
Z
C
2
5
2
2

3

8
tU
M
-
-
マ
イ
ン
ド
誌
主
主
8
ム
・
に
掲
竜

一
九
五
六
年

『致
A学子の甘茅基F担
-
礎
』
ハ
2河伊‘
3ヨ
ぬ
号
、
ど
3
H
忌
』
筒
、
。
E史沼
守• 

舎E同

社
よ
ワ
出
版
.
。
二
七
|
四
四
年
の
原
稿
の
編
集
)

一
九
五
八
年

『
菅
本

・
得
本
』
〈
吋
d
z
b宮崎

3
L
旬
、
2
5

b
S
F
C
プ
ラ
ッ
F
ウ
ェ
ル
社
よ
り
出
版
・

-
九
六
一
年

斗
オ
川
刈
斗
寸
ペ
刊
村
刈
針
況
の
『
論
考
』
が
ゲ

ガ

ン

・

ポ

ー

ル

社

よ

り

出

版

。

、

.

『
草
稿
一
九
一
回
|
二
ハ
』
〔
之
足
、
F
S
E
』
2
4

1
』
2
3
プ
-7
y

p

ウ
ェ
ル
社
よ
り
公
刊
ベ

二
二
年

九
月
、
一
四
年
四
月
の
前
述
の
ノ
l
ト
を
含
む
。
〉

一
九
六
四
年

『
哲
学
的
考
察
』
(
』

d
E号
、
P
R
E
旬
、
道
内
、
.

2
ミ
3
〉
プ
ラ
ッ
F
ウ
ェ
ル
社
よ
り
公
判
川
・

-
九
六
五
年

『
倫
理
学
誘
話
』
(
〉

F
Z
Z
2
。
コ
同
F
T
K
C
、

六
一
才

ぎ
ニ
d
O
河
内
-
一
言
ア
ミ
ミ
礼
品
目
・
品
戸
印
1
3
で
『
論
理

形
式
に
つ
い
て
』
を
「
不
出
来
」
と
評
す
る
.

夏
休
み
イ
タ
リ
ー
に
赴
き
、
シ
a
リ
ッ
F
と
共
に

過
ご
す
.

秋
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
誘
義
の
原
稿
が
後
に
回
覧

さ
れ
、
『
青
木
』
と
過
称
さ
れ
る
・

一

九

三

四

年

四

五

才

秋
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
議
委
の
原
稿
が
後
に
回
覧

さ
れ
、

『褐
本
』
と
遜
称
さ
れ
る
・

一

九

三

五

年

四

六

才

一
旦
、
フ
エ
ロ
!
の
在
戦
闘
制
限
が
切
れ
る
・

友
人
を
伴
い
訪
ソ
.

7

£ロ

1
の
践
は
一
年
延
長
と
な
る
.

こ
の
時
期
の
猿
楽
の
内
容
は
、
致
A
干
の
慈
礎
に
関

す
る
も
の
を
除
き
、
司
州
国
割
引
副
知
聞
出

向
寸
川
寸
』
〈
六
八
年
公
刊
〉
で
推
測
で
き
る
・

一

九

三

六

年

四

七

才

冬
学
期
終
了
後
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
赴
く
・

八
月
従
来
試
み
て
い
た
『
褐
本
』
の
改
良
に
よ
る

ド
イ
ツ
語
の
著
作
の
計
画
を
皮
葉
。

『折
同
学
探
究
』

の
準
備
に
か
か
る
.

こ
の
年
シ
ュ
リ
ッ
F
死
・

一

九

三

七

年

四

八

才

ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
去
り
、
ヶ
ン
プ
リ
ッ
ジ
に
戻
る
・

一

九

三

八

年

四

九

才

剖
刻
創
倒

1
什
什
叶
刈
叫
倒
句

一

九

三

九

年

五

O

才

ム
ー
ア
の
後
任
と
し
て
ケ
ン
プ
リ
で
ν
大
学
教
授

'
と
・
な
る
.

こ
の
時
期
の
誘
発
内
容
は
、
数
学
の
哲
学
的
基

礎
、
意
味
、
信
念
の
問
題
に
つ
い
て
。

一

九

四

二

年

五

三

才

ハ
あ
る
い
は
前
年
か
ら
か
〉
殺
時
協
力
と
し
て
、
ロ

ソ
ド

γ
の
ガ
イ
ズ
病
院
で
作
業
員
を
勤
め
る
.

一

九

四

三

年

五

四

才

ニ
ュ
l
ヵ
l
ス
ル
の
グ
ィ
タ
ト
リ
ア
病
院
の
臨
床

可
と
『
2
3
』
三
「
ミ
~
河
2
・
h
3
3
2
・
ω
ム
ω
に
渇
骨
収
a

ハ
二
九
年
か
三
O
年
の
誘
筑
間即日稿)

一
九
六
六
竿

『
美
学
心
理
学
及
び
宗
教
的
信
念
に
つ

い
て』

(
戸
、
立
号
2
3
L
付
。
ヨ
ベ
ヨ
ミ
3
苦

言

〉
2
5
2
-
.
2
・
、
ζ
与
え
3
h
H
凶
デ
ミ
ヨ
L
b
之
町
田
E
E

句
、
~
旬
、
る
ブ
ラ

ッ
ク

ウ
忌
ル
社
よ
り
公
刊
。
ハ
三

八
年
夏
、
及
び
同
時
期
の
説
義
、
四
ニ
l
四
六
年

の
問
に
な
さ
れ
た
該
語
、
の
出
席
者
の
ノ
J
ト
か

ら
の
潟
集
。
〉

一
九
六
七
竿

『ウ

ィ
ト
ゲ
ン
ツ
ュ
F
イ
ソ
と
ウ
ィ
ー
ン
学
図
』

〈
ま
・ミ
ミ
2
5
5
九
号
、
ま
3
寺
内
ミ
h
v

プ
ラ
ァ
タ
ウ
ェ
ル
社
よ
り
公
刊
.

『
断
片
』
(
N
Z
=
。
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
社
よ
り

公
刊
・
ハ
二
九
年
よ
り
四
八
年
八
月
迄
、
も
っ
と

も
大
部
分
は
四
五
年
以
降
の
、
原
腐
の
編
集
J

『
金
枝
篇
に
つ
い
て
』
(
田
内
ヨ
雪
吉
コ
伺
2
z
Z
司

可
E
Z
2
1
「
r
m
o
o
-
L
0
2
切

O口
問
-
M

〉、
h
『
ミ
」
F
2
F

Hア

NUω
ふ
ω
・
に
掲
鉱
・
さ
二
年
夏
の
ノ
l
ト
〉

一
九
六
八
年

『
「
怠
的
経
験
」
と

「感
覚
所
与
」
に
つ
い
て
』

(
Z
o
Z
ω
『
O
司
F
m
o
Z
Z
ω
O
ロ
R

司
ユ
〈
E
O
何
%
・

唱
。
ユ
舟
コ
n
o
-
-
2
d
ι
=
ω
2
d
s
ロE
a
J
、
h
u
r
~
2
0
L
'
h
v
・

2
~
河
内
5
R
J
3
・
M
ご
l
u
g
-
に
掲
税
・
ハ
一
一
一

四
年
後
半
叉
は
三
五
年
は
じ
め
か
ら
、
三
六
年
三

月
迄
の
ノ
l
ト
の
編
集
。
)

一
九
六
九
年
-

J

『
哲
学
的
文
法
』
門
、
と
な
旬
。
豆
町
司
r
G
E
ヨ
連
Q
-

H
R
P
)
プ
ラ

ッ
F
ウ
ェ
ル
社
よ
り
公
刊
・

『
確
皐
一
位
の
問
題
』
門
。
ミ
Q
Z
E
ミ
乞
ブ
ラ
ッ

ク
ウ
ェ
ル
社
よ
り
公
判
.

一
九
七
一
年
‘

『
調
瑚
判
謂
目
隠
慌
ほ
ほ
除
じ
ケ
ガ
ン
・

ポ
ー
ル
社
よ
り
公
刊
。
〈
五
二
年
に
ス
ト
ソ
ポ
ロ

夫
人
宅
で
発
見
さ
れ
た
ノ
l
ト
三
冊
分
の
手
稿
・
〉

-a 

t
i

，
i
!
e
i
s
-
-

号、
JH
F

( 626) 
言語 Vol.l:--10.8 

(627 ) 
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ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
二乙

ダ
イ
ン
年
譜

一
八
八
九
年

四
月
一
一
六
日
ル
l
ト
ウ
ィ
ヒ
・

3
1
ゼ
7

・
ヨ
ハ

ン
・
ヴ
ィ
ト
ゲ
ソ
シ
S
F
イ
ン

F
Eア
三
四
』
。
百
『

』

z
-
5
5
三二回目。
Z
Z
吉
川
川
は

W
Mて
凶
出
生
・

州
ぃ
川
町
剣
叫
索
引
制
到
刈
叫
矧

1
ヨ
人
の
姉
が
い

た
。
父
方
の
家
系
ば
祖
父
の
代
に
新
教
に
改
宗
し

た
判
外
竹
ん
で
あ
り
、
担
父
の
代
に
ラ
イ
プ
げ
い
い

ヒ
か
ら
オ
l
λ
ト
リ
ア
に
移
住
し
て
き
た
-
母
方

刻
判
叫
ユ
列
付
引
か
4h
あ
る
が
バ
旧
放
出
剥
で
あ

る
・
ル
ー
ト
ウ
ィ
ヒ
は
旧
教
の
洗
礼
を
う
け
る
・

父
か
l
ル
ハ

一
八
四
七
生
)
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

鉄
治
築
界
の
指
滋
者
で
あ
り
、
文
長
年
新
却
に
経

済
評
論
を
寄
稿
し
て
い
た
・
一
家
の
仲
畑

Wば
喧
呪

術
的
な
雰
凶
気
に
満
ち
、
引
引
け
川
ム
ス
は
鋭
し
い

刻
刈
で
あ
る
・
し
か
し
父
渓
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の

古
典
教
育
に
な
じ
ま
ず
、
，
州
割
引
出
町

η川一
J

川
が
。各

地
U
V
J

仙沼川
4
M

週
箆
U
た
昨
日
品
棋
を
持
つ
た
め
か
、
子

供
に
よ
安
定
教
師
を
つ
け
、
実
際
的
な
教
育
を
箔

し
た
a

こ
の
方
針
ユ
失
敗
し
、
年
上
の
三
人
の
息

子
は
自
殺
e

周一男

q
A
ウ
μ。は
著
名
な
ピ
戸
ーニ
ス

川
川
と
な
る
。

一
九
O
三

年

一

四

才

家
庭
校
制
の
手
を
離
れ
、
リ
ン
ツ
の
実
科
学
校

ウィトゲンシュ Fイン年譜

茎
泡
の
砲
弾
砲
連
隊
に
配
ぷ
，
砲
弾
観
察
兵
と
な

-
9
.
 

七
月
一
日
照
畑
中
手
ハ
も
し
く
は
袋
て
ん
手
)
と
な

る
.

七
月
四
日
以
内
悼
の
戦
闘
で
到
'
章
を
う
け
る
.

八
月
一
日
伍
長
に
昇
進
.

そ
の
後
モ
ヲ
ゲ
ィ
ア
の
オ
ル
ミ
ユ
プ
ツ
の
砲
兵
士

官
学
校
へ
送
ら
れ
る
・
オ
ル
ミ
込
ツ
ツ
で
建
築
家

斗
オ
什
ベ
寸
J
4
と
知
り
会
う
.

一
二
月
一
日
見
習
士
官
に
昇
進
。

な
お
包
月
一
干
ユ
臼
か
ら
翌
年
一
月
一

O
日
ま
で
の
ノ

ー
ト
残
存
.

一

九

一

七

年

二

八

才

一
月

再
び
連
隊
に
戻
る
・
ル
ー
マ
ニ
ア
地
方
の
東

認
戦
線
に
従
箪
.
(
七
月
乃
大
教
闘
を
別
と
す
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
陣
地
殺
で
あ
る
J

休
寝
の
折
、
オ
ル
ミ
ュ
ツ
ツ
を
訪
れ
る
・

一

九

一

八

年

二

九

才

二
月
一
日
尉
官
に
昇
進
・

一
一
一
月
イ
タ
リ
ア
戟
線
に
転
属
。
山
砲
速
隊
に
記
属

と
な
る
.

七
月
半
ば
最
後
と
な
っ
た
検
闘
が
あ
り
、
黙
章
を

う
け
る
.

そ
の
後
休
暇
.
休
寝
中
に
『
論
理
哲
学
論
考
』
を

仕
上
げ
る
。
ハ
序
文
は
八
月
に
ウ
ィ

l
γ
で
書
か

れ
る
。)

支

列

A
叶
川
オ

A3u村
ペ
リ
・
4

河川
i

引，刈
剖
叫
吋
一
議

剰
H
4
M
A問
右
側
勾

「

d
月

七
判
的
炉
、
出
版
を
析
か
い
も
・

一
O
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
海
股
・

一
一
月
三
日
締
虜
と
な
る
.
以
ゑ
主
と
し
て
イ
タ

リ
ア
の
モ
ン
テ
カ
シ
ノ
近
郊
の
収
容
所
に
収
容
さ

れ噌
q
a

-
-九

一

九

年

三

O
才

二
月
九
日
ラ

ッ
セ
ル
宛
に
は
じ
め
て
手
紙
を
出
し

連
絡
が
と
れ
る
.

63 

(
古
胡
同
教
育
中
心
で
は
な
い
高
等
学
校
)
に
入
学
・

一
九

O
六

年

一

七

才

実
科
学
校
卒
業
.

ベ
ル
リ
ン
・
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ソ
プ
ル
タ
の
工
科
大

学
入
学
・

一九

O
八

年

一

九

才

春
ま
で
ベ
ル
リ
ソ
滞
在
、
そ
の
他
旬
渡
英
・

夏

笑

国

ダ
l
ピ
ィ
シ
ャ
!
の
高
空
観
測
所
で
原
の

調
叫
潤
を
行
う
.

秋
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
大
学
工
学
部
に
研
究
生
と
し

て
受
録
、
制
劃
坦
判
明
を
研
究
・
ハ
二
年
ま
で
在

籍
)

一

九

一

一

年

二

二

才

学
問
的
関
心
は
こ
の
問
、
叶
刈
升
叶
什
削
研
究
、
プ
-

叫
ぺ
」
吹
倒
見
4.市
川
ゾ
、
剣
山
で
そ
し
て
矧
記
事
酎
昆

識
と
移
っ
て
い
く
・

{
7
ν
l
ゲ
を
イ
エ
ナ
に
訪
れ
、
ラ
ッ
セ
ル
の
許
で

一
千
ぶ
よ
う
勧
告
さ
れ
る

秋
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ユ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

に
学
生
と
し
て
登
録。

一

九

一

三

年

二

回

才

夏
休
み
前
ま
で
ケ
ソ
プ
リ
ヅ
ジ
に
学
部
学
生
、
次

い
で
大
学
院
学
生
と
し
て
在
籍
。
こ
の
間
、
ラ
フ

六
月
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
時
代
の
友
人
で
径
庁
間
学
者
の

舛
什
オ
オ

4
者
計
《
レ
亡
、
安
明
ぜ
ん
:
口
↓
論

考
』
の
原
稿
U
U
送
る
・
♀
ゐJ

た
、
後
ぬ
ヌ
M
~
l
M
引

同

U唱
q
o
d
v

八
月
後
半
復
員
・

九
月
ウ
ィ
ー
ン
の
師
範
学
校
に
入
学
・

秋
『
論
考
』
の
公
刊
を
ブ
ラ
ウ
ミ
ュ
ラ
l
社
、

7

レ
l
ゲ
、
フ
ィ
ッ
ケ
ル
に
依
幅
制
す
る
が
、
い
ず
れ

も
実
現
せ
ず
.

一
二
月
中
旬
オ
ラ
ン
ダ
へ
友
人
ス
ヨ
グ

ν
γ
と
共

に
赴
き
、
ハ

l
グ
で
ラ
フ
セ
ル
と
会
う
・
ラ
ッ
セ

ル
は
『
論
考
』
の
紹
介
解
説
の
序
文
を
書
く
労
を

と
る
こ
と
を
約
束
.
こ
の
後
で
フ
レ

I
ゲ
を
訪
問

す
る
計
廼
は
ス
ヨ
グ
レ
ン
の
発
病
で
中
止
・

一
九
二

O
年

三

一

才

ラ
ッ
セ
ル
の
序
文
を
付
し
て
『
論
考
』
を
レ

F
ラ

ム
社
か
ら
出
版
す
る
こ
と
を
計
画
.

四
月
上
旬
迄
に
ラ
ッ
セ
ル
の
序
文
を
受
取
る
.
序
文

に
不
満
を
表
明
、
序
文
な
し
で
の
出
版
を
希
望
。

五
月
レ
グ
ラ
ム
で
の
計
画
実
ら
ず
.

七
月
八
日
師
範
晶
子
佼
修
了
・

夏
休
み
ウ
ィ
ー
ン
の
/
イ
プ
ル
グ
修
道
院
で
圏
了

の
助
手
を
勤
め
る
.

九
月
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア
地
方
キ
ル
ヒ
ベ
ル

F

・ア

ム
・
ヴ
ェ
F
セ
ル
近
郊
の
ト
ラ

ッ
テ
γ
パ
ッ
ハ
で

小
学
校
の
教
員
と
な
る
(
一
一
一
一
年
夏
ま
で
勤
務
@
〉

一

九

二

一

年

一

一

一

一

一

才

一
月
一
四
日
付
オ
オ
別
対
斗
六
挙
世
脱
会
の
理
事

針

1
『
殺
す
「
出
柄
引
企
画
を
却
下
。
ー

二
月
村
刈
川
村
川
P
Jか
『
論
考
』
の
公
刊
を
承

認
.

夏
休
み
ス
ヨ
グ
レ
γ
と
共
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
シ
玄

ル
デ
ソ
に
行
く
.

秋
オ
ス
ト
ワ
ル
ド
編
集
の
『
自
然
哲
学
年
報
』

(〉、
5
b
rヨ
弘
、
、
ミ
ミ
号
、
、
=~23三
=
〉
第
一
四

巻
三
|
四
分
間
に
、
ラ
ッ
セ
ル
の
序
文
の
独
訳
を

セ
ル
、
ム
l
ア
の
講
裳
に
出
た
ほ
か
、

-
7
γ

セ
ル

と
論
理
学
の
共
同
研
究
を
行
う
・
ま
た
音
楽
の
リ

ズ
ム
に
関
す
る
心
理
学
実
験
を
行
う
.

九
月
友
人
ピ
ン
セ
ン
ト
と
共
に
ノ
ル
ウ
三
l
訪

円
-

Fμ 

九
月
『
論
理
に
関
す
る
ノ
l
ト
』
ハ
ミ
ミ
2

2

ト。
uhn
〉
を
書
き
、
ラ
ッ
セ
ル
に
贈
る
・

一
O
月
一
旦
イ
ギ
リ
ス
に
戻
り
、
再
び
f
ル
ウ
ェ

!
に
渡
り
、
叶
司
刈
升
オ
と
い
う
寒
村
に
住
む
・

こ
の
年
父
親
ガ

γ
で
死
亡
・

一

九

一

四

年

二

五

才

春
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
.

四

月

ム

l
ア
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
訪
問
の
折
、
ノ

1
ト

を
口
述
す
る

(
Z
C戸

2
ι
-
E
ω
Z
L
R
o
o
-
円山・

玄
C
0
3
5
z
。コ
5
5
.

七
月
二
六
日
文
一
一
一
一
誌
『
プ
レ

γ
ナ
l
』
の
絹
集
者

オ
A
P汁
竹
川
川
に
ウ
ィ

l
ソ
で
は
じ
め
て
会
う
・
ほ

ど
な
く
建
築
家
叫
川
対
と
も
知
り
合
い
に
な
る
・

分
現

q
溜
諸
問
引
4
斗
列
刈
刻
一通
じ
で
究
学
復
興

q吋
羽

q原
名
奨
別
金
川
引
弓
(
汁
刈
凶
円
、
川

升
け
外
dJ
等
が
恩
恵
に
あ
ず
か
る
・
〉

八
月
七
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
要

寒
砲
丘
一
途
隊
に
志
願
丘
一
と
し
て
入
隊
.

八
月
一
九
日
ガ
リ
ッ
ア
ハ
南
部
・
吊
1
ラ
ソ
ド
)
戦

線
に
出
降
、
そ
の
後
ゲ
ア
イ
F
セ
ル
河
上
の
鑑
鉛

で
下
級
の
機
務
・

一
二
月

P
ラ
カ
ウ
の
砲
工
廠
に
転
属
、
技
術
者
と

し
て
の
能
力
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
八
月
九
日
か
ら
翌
年
六
月
一
一
一
一
日
ま
で
の
/

ー
ト
残
存
。

一

九

一

五

年

一

一

六

才

一
時
前
線
に
送
ら
れ
る
.

七
月
末
頃
以
降

ν
y
ベ
ル
タ
地
方
ゾ
カ
ル
で
砲
工

列
車
に
勤
務
・

一
九
一
六
年

三
月
二
一
日

二
七
才

前
戦
に
転
出
。
ガ
リ
γ
ア
の
ザ
ノ
ク

付
し
て
、
『
-
」
調
理
哲
学
論
考
』

(haz与
1

三
む
。
.

EKV『
三
込
町
〉
F
b
Eえ
な
認
可
〉
用
問
載
さ
れ
る
.

一

九

二

二

年

一

一

一

一

一

一

才

一
一
一
月
前
年
秋
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
ケ
ガ

γ
・ポ

ー
ル
往
か
ら
の
『
論
考
』
出
版
の
た
め
の
英
訳
原

稿
を
、
刻
パ
汁
オ
か
ら
受
取
る
・

四
月
英
訳
そ
の
他
の
検
討
を
終
え
、
原
稿
を
オ
グ

デ
ソ
に
返
送
.

夏
校
正
刷
を
倹
討
・
(
八
月
四
日
返
送
)

八
月
上
旬
イ
ン
ス
プ
ル
ァ
タ
で
ラ
プ
セ
ル
と
会

a-'
・

ι

九
月
低
オ
ー
ス
ト
リ
ア
地
方
ノ
イ
ソ
キ
ル
ヘ

y
近

郊
の
ハ
ス
パ
ッ
ハ
の
中
学
校
教
員
と
な
る
が
、
程

な
く
シ
干
一
早
l
ベ
ル

F
の
ふ
も
と
プ
l
フ
ベ
ル
タ

の
小
学
校
教
員
と
な
る
ハ
二
四
年
の
夏
ま
で
て

紋

ケ

ガ

γ
・
ポ
ー
ル
社
よ
り
『
論
考
』
が
独
災
対

間
…
版
で
、
五
月
付
の
ラ
ッ
セ
ル
の
序
文
を
付
し

て
、
出
版
.
こ
の
年
よ
り
ウ
ィ

l
y
の
学
者
の
問

で
『
論
考
』
の
影
容
が
出
は
じ
め
る
・

一
九
二
三
年

.

三
回
才

九
月
予
ム
ゼ
イ
が
ケ
ゾ
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
プ
l

7
ベ

ル
タ
に
米
訪
、
『
論
考
』
に
つ
い
て
討
治
・

一

九

二

四

年

三

五

才

一一一月|一

O
月
ラ
ム
ゼ
ィ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
、

幾
度
か
プ
1
フ
ベ
ル

F
へ
来
訪
・

秋
キ
ル
ヒ
ベ
ル
F
・
ア
ム
・
ヴ
ェ
タ
セ
ル
近
郊
の

オ
ァ
テ
ル
タ
ー
ル
の
小
学
佼
に
移
る
〈
二
六
年
四

月
ま
で
勤
務
三

一
九
二
五
年

P

三
六
才

前
年
末
か
一
月
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
国
民
シ
ュ
リ
ァ
タ

か
ら
手
紙
を
受
取
る
・

夏
ケ
イ
ン
ズ
の
勧
め
で
訪
英
、
主
に
ケ
ソ
プ
リ
ッ

ジ
と

τγ
チ
ェ
ス
タ
l
に
滞
在
・

一

九

二

六

年

・

三

七

才

ウ
ィ
ー
ン
の
ボ
ル
ダ
ー
・
ピ
!
レ
ル
・
テ
ン
プ
λ

キ
l
社
よ
り
小
学
生
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
の
語
集

‘'‘ 

'
E
6
3
dノ
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